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IIります！ 自転車置きさり 知らんぶり

4つのそこが

迷惑
その 1

歩道をふさぎ、歩行者の通行のじゃまになりま

す。特に、障害者や高齢者に、とても危険です。

その 2
安全でスムーズな車の通行をさまたげ、交通事故

の原因になります。

その 3
災害時の避難や、消防車の消火活動などのさまた

げとなります。

その 4駅前を雑然とさせ、街の美しさをそこないます。
▲点字ブロックの上に自転車が・・。

障害者の方は危ない思いをして
います

▼
駐

●自転車には防犯登録が義務づけられています。

●氏名、住所を自転車にはっきり書きましょう。

自
転
車
は、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
だ
れ
で
も
楽
し
め
る
乗
り
物
で

す
。
よ
い
環
境
を
保
つ
と
い
う
点
で

も
、
す
ぐ
れ
た
交
通
手
段
で
す
。
け
れ

ど
も
、
こ
ん
な
す
て
き
な
乗
り
物
も
、
駅

前
に
放
置
さ
れ
る
と
事
情
が
変
わ
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
と
い
う
気
持
ち
で

道
路
に
置
か
れ
た
自
転
車
が
、
こ
ん
な

に
迷
惑
に
な

っ
て
い
ま
す
（
別
表
参
照
）
。

自
転
車
を
嫌
わ
れ
も
の
に
し
な
い
た

め
に
も
、

一
人
ひ
と
り
が
放
置
を
し
な

い
よ
う
駐
輪
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

を
案
内
し
ま
す

市
内
の
駅
周
辺
に
は
、
有
料
駐
輪
場

が
23
カ
所
、
無
料
駐
輪
場
が

29
カ
所

（
案
内
図
参
照
）
あ
り
ま
す
。
市
の
駐

輪
場
は
、
自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車

(
5
0
c
C
)

用
で
す
の
で
、
大
き
い
バ
イ

ク
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

も
し
、
満
車
の
た
め
予
定
し
た
駐
輪

場
が
利
用
で
き
な
い
と
き
は
、
他
の
駐

輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
特
に
、
日

野
駅
束
第
3
・
豊
田
駅
北
第
2
・
高
幡

不
動
駅
臨
時
駐
輪
場
は
、

大
変
込
み
合

い
ま
す
。

な
お
、
市
で
用
意
で
き
る
駐
輪
場
に

も
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
他
の
交
通

機
関
の
利
用
も
お
考
え
く
だ
さ
い
。

►

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
道
路
に
と
め
る
と
危
険

で
す
。
他
の
駐
輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
（
駅
周
辺

半
径
3
0
0
〗
い
く
ら
い
）
と
公
共
の
場
所
等

に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
等
は
、
保
管
場

所
（
案
内
図
参
照
）
に
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
等
の
引
き
取
り
の

際
に
は
、
撤
去
料
を
徴
収
し
ま
す
。

な
お
、
引
き
取
り
の
な
い
自
転
車
等

は、

2
カ
月
保
管
後
に
処
理
し
ま
す
。

▽
撤
去
料
11
自
転
車
：・

2
千
円
／
原
動

機
付
自
転
車
：
•
3

千
円

＿
問
合
せ
先
管
理
課
交
通
安
全
係
＿

ヱ
放
置
自
転
車
等
は
撤
去
し
ま
す

一ンリ
ン

ソ
タ

ガ
ス

1
 '

 

至
ハ
王
子

1 駅周辺自転車等駐輪場 I 

●
高
幡
不
動
駅晏

昼
農
駅

ー
場

第
輪

南
駐

浅 Ill

●
南
平
駅

一ダ
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第レ
しj
 

●
百
草
園
駅

●
平
山
城
址
公
園
駅

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
等
は
、

保
管
場
所
で
お
渡
し
ま
す
。

●
受
付
時
間
…
月
曜
ー
土
曜
日
の
午

前
9
時
ー
正
午
、
午
後

1
時

S
4時

※
祝
日
と
12
月
29
日
ー
1
月
3
日
を

除
く

至
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
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一乙
●自主防災活動の内容

平常時の活動 i 災害時の活動

防火・防災意識の普及高揚、防 災害情報の伝達、被害情報の

災マップ等の作成、市・関係 把握、市•関係防災機関への
防災機関・近隣自治体との連 報告・連絡、市の情報の各世

絡体制の確立、情報収集伝達 帯への周知

訓練

第 977号 10/15 

公
園
等
の
-
ビ
み
箱
・

一

＿
灰
皿
を
撤
去
し
ま
す

市
で
は
、
平
成
12
年
度
に
市
内
の
ダ

ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
廃
止
と
、
ご
み
の
収
集

有
料
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
公
園
等
に
お
い
て
も
、
不
法
投

棄
の
防
止
、
さ
ら
に
は
、
ご
み
減
量
の

推
進
の
た
め
、
ご
み
箱
・
灰
皿
を
平
成

12
年
3
月
末
ま
で
に
順
次
撤
去
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場

を
快
適
に
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ご
み
の
放
置
防
止
、
ご
み
の
持
ち
帰
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
施
設
・
担
当
11
市
内
公
園
・
緑

地
…
緑
と
清
流
課
／
市
内
児
童
遊
園
・

こ
ど
も
広
場
…
児
童
福
祉
課
／
市
内
地

区
広
場
…
生
活
課

o
e
o
o
o
o
 

（高
齢
者
集
合
住
宅
）

欝

空
き
家
入
居
者
募
集

今
回
の
募
集
は
、
抽
選
に
よ
ら
ず
、

住
宅
の
困
窮
度
で
入
居
者
を
選
定
す
る

ポ
イ
ン
ト
方
式
で
行
い
ま
す
。

▽
募
集
住
宅
11
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
あ
さ
ひ

が
お
か
2
階
（
旭
が
丘

6
の
8
の
11)

▽
募
集
戸
数

1
1
2
人
世
帯
用
l
戸
▽
申

込
資
格

1110
月
22
日
②
現
在
、
満
65
歳

以
上
を
含
む

60
歳
以
上
の

2
人
世
帯
で

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方
①
市
内

に
引
き
続
き
3
年
以
上
居
住
し
て
い
る

②
自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
③
立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
て
い

る
、
著
し
く
劣
悪
な
状
態
の
住
宅
に
居

安全対策の呼び掛け、初期消

火の協力体制づくり、消火訓

練

応急手当ての体得•普及啓発、
応急医薬品の家庭常備の指導

，、 ＇ 啓発、救出救護訓練

避難場所・避難経路の周知、

高齢者や身体障害者等の災害

弱者の把握、避難誘導訓練

応急給水拠点の確認・周知、

利用可能な地域内家庭用井戸

の把握、家庭備蓄の普及指導、
炊き出し訓練

避難所施設の確認、避難所運

営業務の想定・ 業務分担の計

画、他の自治会等との連絡調

整

消火体制の確立、消防機関へ

の協力、近隣事業所との連携

負傷者や救出を要する者の把

握、救出救護活動、重傷者等

の救護所 ・医療機関への搬送

避難経路の安全確認、避難誘

導、避難場所等における混乱

防止

非常食等の受領 ・配分、避難

所での炊き出し、利用可能な

地域内家庭用井戸の周知

避難所生活でのルール作り、

避難所管理者への協力、避難

所での他の自治会等との連絡

調整

皇
eCCI
纏
●
を
）
l

つ
く
り
ま
し
ょ
―
つ

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
活
動
（
別
表
参
照
）
を
、
自
治
会
な
ど

は
、
防
災
関
係
機
関
が
瞬
時
に
全
地
域
の
身
近
な
単
位
で
組
織
す
る
こ
と
を
呼

で
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
び
か
け
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
地
域
で

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
被
害
を
も
自
主
防
災
組
織
を
作
り
、
災
害
に
強

最
小
限
に
く
い
と
め
る
に
は
、
皆
さ
ん
い
街
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
人
ひ
と
り
の
災
害
に
対
す
る
備
え
と
、

な

お

、

200
世
帯
以
上
で
構
成
す
る
自

自
主
防
災
組
織
の
活
動
が
必
要
で
す
。
主
防
災
組
織
に
は
、
市
か
ら
倉
庫
や
防

市
で
は
、
災
害
時
の
避
難
行
動
と
避
災
資
材
器
材
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

難
所
生
活
を
視
野
に
い
れ
た
自
主
防
災
▽
問
合
せ
先
11
防
災
課

住
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
住
宅
（
持

ち
家
を
除
く
）
に
困
っ
て
い
る
▽
使
用

料

11
収
入
に
応
じ
て
1
万
7
千
400
円
か

ら
5
万
600
円
の

8
段
階
▽
入
居
予
定
日

1111
月
中
旬
こ
ろ
▽
申
込
み

1110
月
22

日
②
ま
で
に
本
人
が
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
市
役
所
2
階
高
齢
福
祉
課
ヘ

●
平
和
祈
念

H
野
市
戦
没
者
追
悼
式

先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た

方
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
し
て
戦
没

者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。
服
装
は
平
服

で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
遺
族
の
方
を

は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

1111
月
11
日
困
午
前
10
時
30
分

か
ら
▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
※

駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
▽
問
合
せ
先

II

生
活
福
祉
課

万
一
の
事
故
に
備
え
て

自
賠
責
保
険
の
加
入
を

年
間
100
万
人
を
超
え
る
交
通
事
故
の

被
害
者
の
方
に
自
賠
責
保
険
（
共
済
）

が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。
だ
れ
も
が
多
発
す
る
交
通
事
故

の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
は
、
万

一
の
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
の

た
め
、
バ
イ
ク
・
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
度

額
は
、
死
亡

3
千
万
円
、
傷
害
120
万
円

な
ど
で
す
。
実
際
の
損
害
は
こ
れ
を
超

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
任
意
保

険
（
共
済
）
へ
の
加
人
も
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
注
意

11
無
保
険
（
無
共
済
）
車
の
運

行
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
基
本
マ
ナ
ー
に
反

す
る
ば
か
り
か
罰
則
の
対
象
に
も
な
り

ま
す
。
特
に
、
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ

ク
、
原
動
機
付
自
転
車
は
「
期
限
切
れ
」

「
か
け
忘
れ
」
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
▽
問
合
せ
先
11
運
輸
省
関
東
運

輸
局
東
京
陸
運
支
局

(
6
0
3
.
3
4
5

8
.
9
2
3
3
)
 

地
域
振
興
券

取
扱
事
業
者
の
方
へ

使
用
済
み
地
域
振
興
券
の
換
金
期
限

は
12
月
20
日
①
で
す
。
取
次
金
融
機
関

で
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

11
産
業
振
興
課

ロ
u
m
m日
口

U

20
日
に
事
業
説
明
会

日
野
市
女
性
社
会
事
業
協
会
は
、
保

育
支
援
、
家
事
援
助
、
妊
産
婦
・
高
齢

者
の
支
援
等
を
有
償
の
助
け
合
い
活
動

で
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
制
で
す
が
、

市
民
は
男
女
を
問
わ
ず
入
会
で
き
ま
す
。

▽
日
時

1110
月
20
日
因
午
後
1
時
30
分

\
3

時
▽
会
場
1
1
勤
労
•
青
年
会
館
▽

問
合
せ
先

11
同
協
会

(
6
5
8
5
.
0
0
6

園

平
成
12
年
度
の

幼
入
園
児
を
募
集

立
稚

私
▽
願
書
の
配
布

1110
月
15
日
②
か
ら
▽

願
書
の
受
け
付
け

1111
月
1
日
由
か
ら

▽
募
集
幼
稚
園

11
日
野
・
多
摩
平
幼
稚

園
（
多
摩
平
2
の
9
6
5
8
1
.
0
4
3
6
)
、

日
野
台
幼
稚
園
（
多
摩
平
4
の
8
の
ー

6
5
8
1
.
2
6
1
5
)
、
欣
浄
寺
み
の
り

幼
稚
園
（
日
野
本
町
4
の
16
の
7
6
5
8
3

•
7
7
2
1
)、
日
野
ふ
た
ば
幼
稚園

（
東
豊
田
2
の
20
の
2
6
5
8
1
.
3
8
2

8
)
、
光
塩
幼
稚
園
（
程
久
保
4
の
7

の
1
0
6
5
9
2
.
5
5
2
6
)
、
日
野
わ
か

く
さ
幼
稚
園
（
落
川
9
4
3
6
5
9
1
.
1
6
8

8
)
、
百
草
台
幼
稚
園
（
百
草
999
百
草

団
地
2
5
4
6
5
9
1
.
1
7
2
9
)
、
日
野
ひ

か
り
幼
稚
園
（
多
摩
平
6
の
27
の
7
6

5
8
1
.
4
7
6
5
)
、
杉
野
幼
稚
園
（
百

草
1
0
0
6
の
2
6
5
9
1
.
3
5
1
5
)
、

H
野
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
（
新
町
ー
の

14

の
1
6
5
8
2
.
1
7
7
2
)

（
日
野
市
私
立
幼
稚
園
協
会
）

敦
育
委
員
会

、
第6

回
定
例
会

平
成
11
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会
第

6
回
定
例
会
が

9
月
2
9
B
に
開
か
れ
、

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

了
議
案
▽
教
育
委
員
会
委
員
長
及
び
委

員
長
職
務
代
理
者
の
選
挙
に
つ
い
て
…

委
員
長
・
田
口
直
、
委
員
長
職
務
代
理

者
・
馬
場
武
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
職

員
人
事
に
つ
い
て
（
可
決
）
▽
日
野
市

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
不
服
申

立
て
に
係
る
決
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

烹
報
告
事
項
▽
平
成
11
年
度
公
立
小
中

学
校
児
童
•
生
徒
、
学
級
数
将
来
推
計

表
ほ
か

4
件

（
教
育
庶
務
課
）

■母
匹
芸
閤

■

水
泳
記
録
会
結
果
韓
告

市
立
小
学
校
の
水
泳
記
録
会
が

9
月

6
日
（
川
北
地
区
）
、

7
日
（
川
南
地

区
）
に
市
民
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
人
数
は
両
日
合
わ
せ
て

1
千

399
人
。
当
日
、
児
童
た
ち
は
日
ご
ろ
の

成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
200
い
リ
レ
ー
11
男
子
1
位
…
七
小

(
2
分
17
秒
61)
／
女
子
1
位
…
六
小

(
2
分
23
秒
55)

（
指
導
室
）

教

育

委

員

会

―

固
定
資
産
評
価
審
壺
委
員
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成

11
年
第

3
回
市
議
会
定
例
会

で
、
日
野
市
教
育
委
員
会
と
日
野
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
次

の
方
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
11
冨
田
和
正
、
田

だ
っ
こ
よ
り
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
親
の
愛

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
義
務
の
法
律
が
平
成
12
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
（
日
野
市
・
日
野
警
察
署
・
日
野
交
通
安
全
協
会
）

「
ス
リ
ム
」
分
科
会

「
ス
リ
ム
で
無
駄
な
く
、
地
球
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
合
言
菓

に
、
地
球
と
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
と

く
ら
し
・
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
行

政
・
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で

や
ろ
う
、
と
い
っ
た
切
り
口
か
ら
、

5
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
総
勢
28

人
が
月
2
回
の
ペ
ー
ス
で
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
進
め
る
中
で
、
ス
リ
ム
分

科
会
の
理
念
と
共
に
、

2
0
1
0
年

の
め
ざ
す
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
よ
り

具
体
的
な
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
く

口
直
▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
11
杉
山

一
夫・知ロ

▽
16
日
11
市
議
会

一
般
会
計
決
算
特
別

委
員
会
に
出
席
、
日
野
み
こ
し
連
合
協

議
会
町
内
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
（
市
内
）

に
挨
拶
▽
17
日
11
市
議
会

一
般
会
計
決

算
特
別
委
員
会
に
出
席
▽

18
日
11
秋
の

交
通
安
全
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

H

野
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
l
周
年

記
念
事
業
講
演
（
い
ず
れ
も
市
民
会
館
）

に
挨
拶
▽

19
日
11
女
性
消
防
団
辞
令
交

付
式
（
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
）
▽

20
日

11
市
議
会
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

に
出
席
▽

2
1
H
I
I
市
議
会
特
別
会
計
決

算
特
別
委
員
会
に
出
席
▽

27
日
11
市
議

会
本
会
議
（
審
壺
報
告
、
議
案
上
程
、

請
願
上
程
）
に
出
席
▽

29
日
11
辞
令
交

付
（
教
育
委
員
）ヽ

琵
g

＊
新
井
橋
で
耐
震
補
強
工
事

東
京
都
道
路
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
事
務

所
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
裳
災
と
同
じ

規
模
の
地
霙
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
新

井
橋
の
橋
脚
を
補
強
す
る
工
事
を
し
ま

す
。
工
事
は
渇
水
期
に
準
備
が
整
い
次

第
始
め
、
来
年
3
月
に
完
成
の
予
定
で

す
。
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し 4

-
予
定
で
す
。

「
F
」
分
科
会

市
が
用
意
し
た

5
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
は
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が

イ
メ
ー
ジ
出
来
な
い
と
い
っ
た
10
人

が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い

ま
す
。最

初
は

一
人
ひ
と
り
の

2
0
l
o

年
プ
ラ
ン
に
対
す
る
思
い
の
発
表
か

ら
始
め
、
今
は
分
野
ご
と
に
、
現
状
の

問
題
点
や
課
題
を
洗
い
出
し
、
整
理

し
て
い
ま
す
。
少
人
数
の
分
科
会
な

の
で
、
月
2
回
の
会
議
で
は
、
出
席
者

全
員
が
活
発
な
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
整
理
さ
れ
た
課
題
等
に

つ
い
て
対
応
策
を
話
し
合
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
課
）

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
東
京
都
道
路
モ
ノ
レ
ー

ル
建
設
事
務
所
工
事
課

(
6
5
2
5
.
9
8

l
l
)
 

＊
高
齢
者
の
仕
事
相
談

▽
日
時

1110
月
28
日
困
午
後
1
時
S

4

時
▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
対

象
1
1
5
5
歳
以
上
で
仕
事
を
お
探
し
の
方

▽
問
合
せ
先

11
東
京
都
八
王
子
高
年
齢

者
就
業
相
談
所

(
6
0
4
2
6
.
4
8
.

0
4
8
0
)
 

＊
京
王
閣
競
輪
場
は
今
年
で
開
設
50
周

年
開
設
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
競

輪
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程

1110
月
20
日
困
S
2
2
日
②
▽
問

合
せ
先
11
東
京
都
十

一
市
競
輪
事
業
組

合

(6
0
4
2
4
.
8
9
.
1
3
1
1
)

＊
熱
く
な
れ
東
京
地
域
か
ら
新
事
業

を
創
造
し
よ
う
"
~

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

•
新
製
品
の
開
発
が
緊
急
の
課
題
で

す
。
新
た
な
要
請

・
需
要
に
対
す
る
技

術
や
先
進
的
な
事
例
を
発
表
し
ま
す
。

▽
日
時

1110
月
27
日
因
午
後
1
時
S

5

時
15
分
▽
会
場
11
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル（
立
川
駅
北
口
）
▽
内
容

11
講
演
「
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
の
充
実
の
た
め
に
」
ほ
か

※
有
料
で
異
業
種
交
流
会
（
午
後
5
時

30
分
ー
7
時
）
あ
り
▽
問
合
せ
先
11
束

京
都
南
多
摩
経
済
事
務
所
商
工
課

(
6

4
 

0
4
2
6
 
•• 

l
l
l
l
 

4
 

一 消流は 人ひとりの息いやり R
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竺
巽
迄

笙
畜
保
険
料

未
納
分
を
出
弧
徴
収

柑
談
窓
＂
を
開
設

市
と
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
平
成
9
年
9
月
分
ー
平
成
11
年
3

月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
未
納
分
の
出

張
徴
収
を
行
い
ま
す
（
別
表
参
照
）
。

わ
ず
か
な
未
納
分
の
た
め
に
年
金
が
も

ら
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
分

納
も
で
き
ま
す
の
で
、
未
納
分
が
あ
る

方
（
前
も
っ
て
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
）
は
、
直
接
会
場
へ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
国
民
年
金
制
度
の
仕

組
み
や
各
種
届
け
出
方
法
な
ど
の
相
談

窓
口
も
開
設
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

11
八
王
子
社
会
保
険
事
務

所

(
6
0
4
2
6
.
2
6
.
3
5
1
1
)

／
市
保
険
年
金
課
年
金
係

．
 

表程日副目木（
 

収徴張出

．
 

h
 

＊
市
立
総
合
病
院
職
員

▽
職
種

11
医
療
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
カ
ー

(
M
S
w
)
▽
応
募
資
格

11
昭
和
39
年

4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
社
会
福
祉
士

の
資
格
が
あ
り
、
医
療
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
の
実
務
経
験
が
3
年
以
上

古谷周くん（ふるや・しゅう。

平成10年10月1日午前9時24分

生まれ。父・裕史さん、母・ゆ

かりさん。百草在住）

＿とてもやんちゃな周くん。け

／いんかをしてお兄ちゃんの一平＜

んを泣かせてしまうことも…。

§おにぎりが大好きで、元気で健

やかに大きくなってくれるのが

みんなの願いです。2 

日程 会場

10月27日（水）

ふ

28日（木）

市役所 l階

101会議室

． 29日（金） 七生公会堂
1階フロア

． 

[>時間＝10: 00----16 : 00 

である方▽募集人数111人▽提出

書類11①所定の試験申込書（写真

添付）※10月15日②から市役所4

階職員課と市立総合病院で配布②

最終学歴の卒業証明書と成績証明

書③資格証明書（写し）※社会福

祉士以外の資格のある方は、資格

証明書の写しも添付▽試験1111月

4日因午前9時から市立総合病院

で▽応募方法1110月15日②S28日

困（消印有効）午前8時30分S午

後5時（土曜・日曜日を除く）に

市立総合病院(〒191ー0062多

摩平6の1の16581.2677)へ
持参か郵送※郵送の場合は「採用

試験実施要綱」を送りますので、返

信用封筒（長型3号）を同封して

ください

＊市立総合病院臨時職員

▽職種11看護婦（士）、准看護婦

（士）、理学療法士▽応募資格11有

資格者でおおむね45歳くらいまで

の健康な方▽募集人数11若干人▽

応募方法11履歴書（写真添付）と

資格証の写しを市立総合病院(〒

191_0062多摩平6の1の16

581.2677)へ持参か郵送

＊日野市勤労者福祉サービスセン

ター

▽職種11事務職員▽応募資格11平

成12年4月現在で大学卒の会社勤

務経験のある26歳ー35歳の方▽募

集人数111人▽応募方法1110月29

H心までに履歴書（写真添付）を

日野市勤労者福祉サービスセンタ

ー(〒191ー0062多摩平7の23

の23日野市商工会館内6581.67

1l)へ持参か郵送※試験日は後

日連絡

会場 生活・保健センター 会場 福祉支援センター（日野保健所跡）

日程 午前の部 1 午後の部 日程 午前の部 1 午後の部

11月
⑦ 

I 

＠ 
11月

⑦ 
I 

◎ 24日（水） | 28日（日） | 

25日（木） ◎ 
| 

⑤ 29日（月） ⑰ 
I 

◎ 
I I 

26日（金） ＠） | ＠ 30日（火） ◎) I R 
27日（土） R 

| 

⑦ 
12月

◎ 
I 

⑨ | 1日（水） | 

時間 午前の部＝ 9 00~ 12 00／午後の部＝13 00~16 00 

■肺がん検診の日程表■

＿
脳
ド
ッ
ク

5
け
ま
し
ょ
う

至豊田

歯
科
医
師
に
よ
る
検
診
、
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
歯
の
手
入
れ
の
指
導
等
を
含

め
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

1111
月
15
日
由
午
後
0
時
45
分

¥
3
時
▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
1
1
3
5
歳
以
上
の
市
民
▽
申
込

み
1110
月
2
2
8
②
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
日
野
市
役
所
健

康
課
歯
科
予
防
教
室
係
(
〒
191ー

0
0

1
1
日
野
本
町
ー
の

6
の
2
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

脳
出
血
、
脳
こ
う
そ
く
、
ク
モ
膜
下

出
血
な
ど
の
早
期
発
見
の
た
め
に
お
す

す
め
し
ま
す
。

▽
検
杏
H
I
I
毎
週
火
曜
・
木
曜
日
▽
定

10月後期休日診療医
診療時間： 9: 00-12: 00 

13: 00-17: 00 

゜
くちら整形外科（整・外科） 京王平山クリニック（外・内科）

日野台5-19-2云 583-6515 平山2-37-8ff592-5 l l l 

京王線鳳

孟

公園駅入口

゜
多摩平小児科（児科） 松田整形外科医院（整油）

多摩平7-6-3ff584-6002 百草999281-20 l rt593-8 l 75 

至神明 至
）＼王子

゜
八木医院（内・児科） 野田医院（整・外・皮・内科）

多摩平3-3-l 8 ft585-037 l 豊田3-27-8n5Bl-0435 

賑
l 

； 
日

●
肺
ガ
ン
検
診

▽
8
時
11
別
表
の
と
お
り
▽
会
場

11
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
（
日
野
保
健
所
跡
）
▽
対
象
1
1
4
0

歳
以
上

(
4
月
1
日
現
在
）
の
市
民
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

①
妊
娠
し
て
い
る
、
ま
た
は
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
方
②
肺
の
病
気
で
通
院
治

療
中
の
方
▽
定
員

11620
人
※
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
▽
申
込
み

1110
月
27
日

困
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1
通
）
で
。
往
信
用
裏
面
に
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、

年
齢

(
4
月
1
日
現
在
）
、
性
別
、

電
話

番
号
、
希
望
受
診
グ
ル
ー
プ
符
号
（
必
ず

第
3
希
望
ま
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
希
望
が
な
い
場
合
は
「
希
望
グ
ル

ー
プ
な
し
」
と
記
入
）
を
、
返
信
用
表

面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
日
野
市

健
康
課
肺
が
ん
検
診
係
(
〒

191ー

0
0

1
1
日
野
本
町
ー
の

6
の
2
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
▽
注
意

11
①
電
話

で
の
申
し
込
み
、
受
診
時
間
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
②
抽
選
結
果
は
後
日
郵
送

し
ま
す
③
当
選
者
は
ハ
ガ
キ
を
持
参
し

て
指
定
日
時
に
会
場
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
④
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
は

検
診
当
日
に
持
参
く
だ
さ
い

寝
た
き
り
を
予
防
す
る
た
め
の
介
護

の
仕
方
に
つ
い
て
、
実
技
を
通
し
て
楽

し
く
学
べ
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

1110
月
29
日
①
、

11
月
1
日
由

•
2

日
心
•
8

日
①
・1
2日
②
午
後1

時
30
分
＼
4
時
▽
会
場
11
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
※

10
月
29
日
は
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
（
日
野
保
健
所
跡
）
▽
内
容
II

高
齢
者
の
心
と
体
、

寝
た
き
り
体
験
、

床
ず
れ
に
つ
い
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
排
せ
つ
の
介
助
ほ
か
▽
対
象

11
介
設
に
興
味
の
あ
る
方

▽
定
貝
1130

人
（
先
着
順
）
▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
1
)
 

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以
外
の

食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣
を
付
け
る

準
備
と
し
て
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時

1111
月
10
日
因
午
前
10
時
ー
11

時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
内
容

11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め

方
の
お
話
と
試
食
▽
対
象
11
生
後
4
ー

5
カ
月
児
（
平
成
11
年
6
月
1
日
ー
7

月
31
日
生
ま
れ
）
と
保
護
者
▽
定
員
11

25
人
（
先
着
順
）
▽
申
込
み
先

11
健
康

課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
1
)

●
成
人
歯
科
予
防
教
室

市立総合病院

云 (581)2677

介護・介助の心得学習会

＿日野市女性社会事業協会

診療日 10月16日（土）・17日 （日） ·23日（士） •24日（日） ·30 日（土） •3 1 日 （ 日）

診療時間 19 30~22 30 

診療科目 内科小児科

日野本町 l-7-2
場 所 生活・保健センター分室

合 584-1661 

●救急病院10月後期宿日直予定表

●
離
乳
食
教
室

謬8

員
11
各
2
人
（
予
約
制
）
▽
費
用

1
1
4

万
5
千
円
（
消
費
税
別
）
▽
受
付

8
時

11
月
曜
ー
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分
S

午
後
4
時
※
祝
日
を
除
く
▽
会
場
・
申

込
み
先
11
市
立
総
合
病
院

(
6
5
8
1
.
2

6
7
7
)
 

栄
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

＿

家
庭
介
護
者
教
室
（
前
期
）

お
年
寄
り
を
自
宅
で
介
設
し
て
い
る

家
族
の
方
、
関
心
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
家
庭
介
護
者
教
室
を
開
き
ま
す
。

▽
日
程
・
内
容
・
講
師

1111
月
21
日
（

「
お
年
寄
り
の
薬
に
つ
い
て
」
安
木
桂

子
氏
（
台
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

／
28

8

(
「
在
宅
福
祉
の
現
状
と
課
題
」
日

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅
ケ
ア
事
業

相
談
員
／
12
月
1
1
H
山
「
お
年
寄
り
に

適
し
た
生
活
環
境
づ
く
り
」
栄
町
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
作
業
療
法
士
／
18
日

む
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は
」

（
 

木
下
安
子
氏
（
新
潟
青
陵
女
子
短
期
大

学
教
授
）
▽
時
間
11
午
後
1
時
30
分
S

4
時
▽
共
催
11
浅
川
苑
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
▽
会
場
・
申
込
み
先

11
栄
町
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
8
0
0
)

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1110
月
22
日
①
午
後
1
時
30
分

ー
3
時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
▽
内
容

11
高
齢
者
の
心
理
、
接

し
方
、
留
意
点
▽
問
合
せ
先
11
同
協
会

(
6
5
8
5
.
0
0
6
5
)
 

●休日準夜診療所 ●休日歯科応急診療所
診療日 10月 17日（日 ） 24 日（日） •31 日（日）

診療時間
9 oo~ 12 oo、13 00~17 00 

（受け付けは午後 4時まで）

場 所
高幡308-l 福祉支援センター内

（日野保健所跡）云・ IIl.'!594-2111

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
日野消防署 （云581-0119)へ問い合わせを。□ 戸：［）l暦）（骨）I (悶）（菜）（塁）（塁）（塁）

泌

尿

器

科

，．
 

（
夜
）
内
・
児
・
眼
科

（

昼

）

眼

科

科 科

外

科

外

科 科

内

科

整

形

外

科

眼

科

外

和斗

外

科

‘
 

（
夜
）
内
・
整
形
外
科

（

昼

）

整

形

外

科

花輪病院

云 (582)0061,..._,2 

内

科

内

科

外

科

内

科

内

科

内

科

内

科

内

科 ‘科科

外

科

内

科

内

科

内

科

内

科

内

科

●
家
庭
介
護
教
室

R 健康でいきいきとしたまちに
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平
成
2
年
6
月
に
老
人
福
祉
法
及
び

老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
都
道
府
県
と
市
区
町
村
は
、
老

人
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
東
京

都
で
は

「地
域
福
祉
」
を
推
進
す
る
た

め
に
、
対
象
を
高
齢
者
に
限
定
し
な
い

で
、
障
害
者
や
児
童
等
を
含
む
方
々
に

対
す
る
、
保
健
・
医
療
•
福
祉
の
総
合

的
な
「
地
域
福
祉
推
進
計
画
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
日
野
市
も
同
様
の
内
容
で

「
保
健
福
祉
計
画
」
と
し
て
作
成
し
ま

し
た
。
今
回
の
兄
直
し
に
あ
た

っ
て

は
、
現
在
別
途
作
成
中
の
「
介
護
保
険

事
業
計
画
」
と
、
お
互
い
に
調
和
を
も

っ
て
作
成
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
日
野
市
保
健
福
祉
計
画
」

は
、
大
き
く
分
け
て

5
つ
の
分
野
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

[
め
ざ
す
都
市
像
]
と
し
て
、

「安

心
と
ゆ
と
り
あ
る
健
康
•
福
祉
都
市
日

来
年
2
0
0
0
年
6
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
国
連
本
部
で
「
女
性
2
0
0
0
年

会
議
：・
21
世
紀
に
向
け
て
の
男
女
平
等

・
開
発
•
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
国
連
特

別
総
会
が
開
催
さ
れ
、
「
ナ
イ
ロ
ビ
将

来
戦
略
」
の
達
成
状
況
、
お
よ
び
「
北

京
会
議
の
行
動
綱
領
」
採
択
5
年
後
の

実
施
状
況
を
検
討
、
評
価
す
る
と
共
に
、

今
後
の
行
動
・
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
を
検
討

す
る
た
め
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、

1
9
9
9
年

6
月、

女
性
行
政
の
柱
と
な
る

「男
女
共
阿
参

画
社
会
基
本
法
」
を
制
定
し
、
東
京
都

に
お
い
て
も
1
9
9
9
年
中
に
「
男
女

平
等
推
進
某
本
条
例
（
仮
称
）

」
を
制

定
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内

外
で
、

21
世
紀
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
男
女
が
平
等
に
参
画
す
る
社
会

の
実
現
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

H
野
市
も
、

1
9
9
8
年
9
月
に
、

東
京
都
で
は
4
番
目
の
自
治
体
と
し
て

総
理
府
よ
り
「
男
女
共
同
参
画
宜
言
都

市
」
の
指
定
を
受
け
、
男
女
平
等
実
現

の
推
進
に
向
け
て
全
庁
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
男
女
平
等
社
会
の

確
立
に
は
、
解
決
す
べ
き
様
々
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。
日
野
市
が
男
女
平
等
行

政
施
策
と
し
て
以
下
の
事
項
に
、
「
意

． 
♦ 

日
野
市
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
作
成
委
員
会
は
、
現
在
の
保

健
福
祉
計
画
の
見
直
し
、
来
年
4
月
か

ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
に
あ
わ
せ
て

日
野
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

て、

9
月
に
市
長
へ
中
問
報
告
し
ま
し

た
。
広
報
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

■日野市

保健福祉計画の貝直し
介護保険事業計画の骨子

を紹介します

ま
ち
づ
く
り

①
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

②
贔
齢
期
を
支
え
る
健
康
づ
く
り

R
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

④
充
実
し
た
高
齢
期
と
活
力
あ
る
社
会

づ
く
り

⑤
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

5

障
害
者
保
健
福
祉
の
分
野
：
・
障
害

者
が
共
に
生
き
、
し
あ
わ
せ
を
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り

①
健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健

・
医
療
の
充
実

②
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
生
活

の
場
の
確
保

③
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
牛
活
関
連
サ

ー
ビ
ス
の
充
実

④
社
会
参
加
と
交
流
の
促
進

⑤
経
済
的
自
立
•
安
定
の
促
進

⑥
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築

以
上
で
す
が
、
更
に
詳
し
く
各
分
野

別
の
「
施
策
の
方
向
」

「主
な
検
討
事

業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
の
図
書

館
、
市
政
図
書
室
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
貸
し
出
し
も
し
て

い
ま
す

が
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

貸
し
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
（
配

布
は
し
て
い
ま
せ
ん
）
。

ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ハ
ガ
キ
か
封
書
で
、
各
分
野
別
担
当
課

(〒

191ー

8
6
8
6
住
所
不
要
）
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
＂
各
分
野
別
に
、

ー
は
生
活
福
祉
課
、

2
は
健
康

課、

3
は
児
菫
福
祉
課
、

4
は
高

齢
福
祉
課
、

5
は
障
害
福
祉
課

1

計
画
策
定
の
趣
旨

本
計
画
は
、
日
野
市
に
お
け
る
介
護

保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
等
に
つ
い
て

明
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
る

も
の
で
す
。
計
画
の
実
施
期
問
は
来
年

4
月
か
ら
の

5
年
問
で
す
が
、
平
成
1
4

年
ま
で
の

3
年
間
の
間
に
見
直
し
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
都
が
策
定
す
る
介
設
保
険
事

業
支
援
計
画
と
の
連
携
を
図
っ
て
策
定

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

2

計
画
の
星
本
的
な
考
え
方

本
計
画
で
は
、
介
設
サ
ー
ピ

ス
を
要

介
護
者
自
身
が
選
択
し
決
定
で
き
る
什

組
み
作
り
、
自
力
で
生
活
が
で
き
る
よ

う
な
支
援
を
行
い
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
十
分
な
質
と
量
を
確
保
し
ま
す
。

自
吃
支
援
を
目
的
と
し
た
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
実
施
に
よ
り
、
総
合
的
か
つ

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
公
平
な
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

3

日
野
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

と
課
題

事
業
量
を
算
出
す
る
上
で
基
本
と
な

る
、
日
野
市
に
お
け
る
総
人
口
、
高
齢

者
人
口
、
要
援
護
者
数
の
推
計
を
行

い
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や

供
給
事
業
者
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

4

介
護
給
付
等
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
呈

と
供
給
量
（
未
定
）

サ
ー
ビ
ス
必
要
量
と
供
給
量
見
込

み
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
事
業
者
の
見
込
み

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

5

介
護
保
険
事
業
費
用
と
保
険
料

（
未
定
）

介
護
保
険
事
業
費
、
保
険
料
の
設

定
、
所
得
段
階
別
保
険
料
、
介
設
保
険

3-

—
0-

— 

介
護
保
険
制
度
の
市
民
説
明
会

今
後
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

保
健
面
祉
計
画
の
見
直
し
と
、
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
も
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
策
定
を
進
め
て
い

る
計
両
と
、
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

や
内
容
、
及
び
準
備
状
況
な
ど
の
説
明

会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
介
誤
保
険
課

訂
正

9
月
15
日
号
介
護
保
険
特
集
号

.
4
面
、
市
内
の
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
の
案
内
図
の
中
で
、

や
さ
し
い
手

H
野
居
宅
介
護
支
援

事
務
所
と
あ
る
の
は
、
や
さ
し
い

手

H
野
屈
宅
介
設
支
援
事
業
所
の

誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し

ま
す
。

（
介
護
保
険
課
）

表1
801億円

医療費給付状況

20 

Ill老
人
医
療
費
拠
出
金

□一
般
被
保
険
者

゜ 6年度

表2

8年度 10年度

収入の状況
801憶円

70 

60 

50 

40 

30 

。 6年度

特
別
会
計
財
源
の
見
込
み
額
に
つ
い
て
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境
を
整

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

え
ま
す
。

日
野
市
の
場
合
、
第
1
号
被
保
険
者

⑤
市
民
参
加
と
協
働
の
推
進

の
保
険
料
（
基
準
額
）
は
概
算
で
、
お

N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の

お
よ
そ
3
千
200
円
前
後
と
見
込
ん
で
い
育
成
支
援
や
、
市
民
が
関
係
機
関
と
協

ま
す
。

働
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

6

介
護
保
険
事
業
計
画
の
実
現
の
た

ム
作
り
を
、
保
健
福
祉
計
画
と
調
和
を

め
の
方
策

図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

⑥
本
市
が
独
自
に
実
施
す
る
そ
の
他
の

基

本

的

に

は

、

地

域

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

サ

ー

ビ

ス

・

は
保
健
福
祉
計
画
の
中
に
位
置
付
け
ら
給
付
対
象
外
の
サ
ー
ビ
ス
量
を
必
要

れ
ま
す
が
、
介
設
保
険
制
度
で
は
、
保
と
す
る
要
介
設
者
を
考
慮
し
、
そ
れ
ら

健
•
福
祉
・
医
療
に
ま
た
が
る
サ
ー
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
を
法
定
外
サ
ー
ビ
ス
と
し

ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
保
健
•
福
祉
ま
た
、
介
設
保
険
の
導
入
に
よ
り
、

・
医
療
の
連
携
を
図
り
、
地
域
福
祉
の
従
来
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
と
の
差
が

拠
点
と
し
て
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
で
き
た
場
合
、
介
護
保
険
料
に
費
用
を

ー
の
整
備
・
充
実
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
賄
う
こ
と
は
し
ま

ム
の
一
環
と
し
て
匝
要
な
市
民
の
参
加
せ
ん
。
認
定
外
の
方
も
含
め
、
広
く
介

・
協
働
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
護
と
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
給
で
き

体
等
の
育
成
支
援
な
ど
を
進
め
ま
す
。

る
も
の
と
す
る
た
め
、
一
般
事
業
に
よ

②
情
報
提
供
と
相
談
窓
口
の
整
備
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
し

介
護
保
険
制
度
や
サ
ー
ピ
ス
に
関
す
ま
す
。

る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
と
共
そ
の
他
に
、
介
護
費
用
の
自
己
負
担

に
、
利
用
者
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
分
の
支
払
い
に
苦
慮
す
る
方
の
た
め
に
、

る
相
談
・
苦
情
に
応
じ
る
た
め
の
窓
口
貸
付
金
制
度
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

を
設
置
し
ま
す
。

り
利
用
者
の
保
護

①
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
供
給
蚕
の

要
介
渡
認
・
延
に
つ
い
て
は
、
客
観
的

確

保

で

公

平
な
審
査
・
判
定
が
な
さ
れ
る
よ

サ
ー
ピ
ス
の
適
切
な
質
・
量
を
確
保
う
に
努
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い

す
る
た
め
に
、
事
業
者
や
市
民
の
方
と
て
は
、
市
民
の
立
場
か
ら
監
視
と
公
正

連
携
を
と
り
つ
つ
、
必
要
な
方
策
を
講
な
評
価
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ピ

じ
ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
ス
利
用
者
の
苦
情
解
決
体
制
の
整
備
を

最
大
限
確
保
す
る
と
共
に
、

事
業

者

問

進

め

ま

す

。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

の
公
正
な
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
つ
い
て
は
、
慎
重
な
対
応
を
心
掛
け
る

全
体
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
よ
う
、
事
業
者
に
対
し
て
指
禅
し
ま
す
。

を
図
り
ま
す
。

⑧
保
険
財
政
の
円
滑
な
運
営

④
サ
ー
ビ
ス
供
給
事
業
者
の
支
援

保
険
料
の
未
納
等
に
よ
る
介
護
保
険

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
連
絡
会
や
事
業
の
円
滑
な
運
営
が
妨
げ
ら
れ
る
こ

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
会
等
を
設
と
が
な
い
よ
う
に
、
被
保
険
者
に
対
し

爵
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
な
ど
に
て
介
設
保
険
制
度
の
普
及
・
啓
発
を
実

つ
い
て
、
事
業
者
や
事
業
者
相
互
で
主
施
し
ま
す
。
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（表
2
参
照
）

。

す

●

財

政

事

情

に

ご

理

解

を

‘
 

現
在
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全

｀

は
危
機
に
直
面
し
て
し
ま

●

増

え

つ

づ

け

る

医

療

費

化

、
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、
保
険
税

病

気

や

け

が

な

ど

の

治

療

の

た

め

に

の

見

直

し

を

国

民

健

康

保

険

運

営

協

議

使

わ

れ

て

い

る

医

療

費

が

増

え

て

い

ま

会

に

検

討

を

お

願

い

し

て

い

る

と

こ

ろ

す
（
表
1
参
照
）

。
医

療

費

が

増

え

て

で

す

。

い

る

原

因

は

、

医

療

技

術

の

高

度

化

や

被

保

険

者

の

皆

さ

ん

の

ご

理

解

を

お

生

活

習

慎

病

と

い

わ

れ

る

慢

性

疾

患

、

願

い

し

ま

す

。

あ

る

い

は

医

療

を

受

け

る

機

会

の

多

い

―

問

合

せ

先

保

険

年

金

課

＿

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
原
因
と

8年度 10年度

□国
、
都
か
ら
の
収
入

戸
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

国
保
険
税
収
入
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置 助 人るで ⑤ で へ い 数 ズ 開 支 ④ り題に男 ③ 1提 気れよや出関 ② 習力 7ご巳三ミ三 i ●説明会日程表 もまる
がを権たあ女あ向る‘のし援女‘関‘性女を供軽るつ職版‘国・減 始す介市
必すのめる性るけ゜活受て機性活連市も性女をにべて貝物民‘研ら概た市のに等一進 I 日程 時間 会場ま ゜設で
要る視 ‘ °問こて時動けい関社用コ内広セ竹目利き研1が‘間墨究し要 ゜長報つ社 日 協 日 ・ りす保は
で た 点ま相題と発代数皿ると会増 lの＜ンセ的用で鑽：知 図 等 凩 活 を広へ告い会野更野 10月30日 14 : 00~15 : 30 三沢中ま で険‘
あめにた談相を展がもとがし事大ナ適市タンと•あをる 書 か都動
るに 立個者談認が要増し‘て業を l当 l 夕し活る深‘ 等ら

、を市雙雙中をての市＝市 （土） （開場は13:30) 食堂しに制米

民
°もち人の機識 望 求加て現相協図をな - -内 lた用 °め兄に寄他財に

民） 1乙問踏‘ 実に＾男 ： た要度年

か 政
しち ま第現お第女 °介の 4

な 相‘の選能すますし期在互会る設図 の内口の市るる関せ区 よまで報え 1に け 2平 t111月14日 10 : 00~ 11 : 30 二中ま 護準月
お談公尊択のるれる‘待‘扶は ゜ け 書•利図にビで民機‘し ら市面るす I~ 告‘期むる凹堕 '§ （日） （開場は 9:30) 食堂た認備か
個員 正厳権充 ゜る女活さ市助女 る館 用 魯 設 l きや会まてれ町で自 ゜ 、し 7協け男 灯 t ‘定をら
人 の 的やを 実 支 性 性 れ 民 活 性 こにでは置・る全がたはる杜農虚 そま月雙ご 女 は 政 : m ．申し込みは不要です。当日直接会場へお越 R審進羽
の複 確基保は 援 の 化 ‘ の 動 の と女き女すコ‘職提そ‘情 のし 1....云 平 ‘推 と しください。 野査め人
秘数な本障急 事 自し会二を自 に 性る性る 1資貝供れ市報諸す画 {※2.いすれの会場も、上履きをこ持参ください。市事てさ
密配援的す務 業立て貝 l辰立 よ問様も ゜ ナ料がさに民‘機を学~t 車での来場はこ遠慮ください。 の務いれ

： 
⑪むす・⑩普ら利イ ⑨ でめいに ⑧ に結態本厘合等は ⑦ パ置体無る男 l⑥も 1新ま 相相 が
国-るハ女及れ.__,ツリあ‘て関ド反 果把的大でへあド 1とので現性に男必保はた 談談保 t
の ゜＾ ラ性‘ては＾プる精‘しメ映を 握 人 な あ の つ メ と し 40あ状のつ女要護回相員に障 そ
祠 企 ス 参 啓 い女性口か神男てスす相の権人つ暴てスすて％るで梢い平での数談は訪さ t
女 業メ画発る 性と ダを 的女 はテ る談たに権て力はテる全に ゜は成て等あたを員他れれ ら
共 ヘン推を °の生ク啓暴で‘ィ °業め関侵もはなイ ゜女達女‘かの推るめ限の区る‘ 名
同 の卜進すこ人殖テ発力認そッ 務のわ害‘私らッ 性す性女ら見進 ° ‘定 任市こ地 t
参 情・室るの権にイすを識のク お調るで男的なク 管るの性ほ直本 ハす期在と域 、
画 報 コ に °概と関プる含の受・ よ査問あ女生い・ 理ま占かとし部 lるは住がの ；
社 提 lセ 念しす・必め差けバ びを題り平活 ゜バ 職でめらん力‘の ド °l者で中 を
会 供ナク にてるへ要‘が止イ 援行で‘等で夫イ を‘るのと、必‘構 面プ年ときで '
基 な l シ つ位健ルが何著めオ 助いあ女を起等オ 構暫割視成要成

で
でラとする安

本 どをユ い置康スあがし方レ の‘る性妨きかレ 成定 合点 つ メ
法 も設ア て付． ／ る 暴 い に ン 施そ °のげるらン メ的がかてあン 考バ ざ

のイしぎ槌心 i
r: 

- 含 置 ル のけ権ラ゜力たおス 策の 実 甚る場妻ス ン措全皆い召バ 慮シ更と、‘と ！

④③ が等育サをに ② 的卜す的・つと ① (2)る立形②と性る意男だ① (]) . • 2めに ＾東 1
市学 求の ‘l 生向 少 充 ・ る 介 シ ま ら 福 組地 こ‘成個ををこ識らか--,組家 実イ‘の 連仮京 ｝
立箪め実乳ビみけ子実シた護スりえ祉 み域 と男す人啓＃とやしら男 み庭 現フ家 条動称都 ，
幼 クら質幼ス‘て．のスめ保テ地るを に を性ると発重な‘さ‘は に ヘス庭例し‘の ：
稚 ラれ的児の働 ‘高確テに険ム域事女 お 啓のにしすしく従←男仕 お のテ・を ‘1 --, 令

園プる支健強き女齢立ムも制の福な性 け 発 生 は て る ‘ ‘ 来 と だ 事 け 取 l地 策男 9男 。
の の °援康化続性社をの‘度確祉くが る す活、自 ゜認家の 言 か‘ る りジ域定女 9 女
実 拡 体支をけ が 会 図 量 きを立と‘担 男 る的 立 め庭価つら女 男 組に・す 平 9 平 ・

？ 
情 充 制援図る安とる的め充をし介っ 女 ゜自 女 し 合は値た ← は 女 みお学 る等年等 i
をを づデるた心い °整 細 実 強 て 設 家 平 立性た っそ観性‘家 平 け校 °行策推
把図 くイ°めしう 備 か し 化 の の 庭 等 がの家 場れに別妥門 等 る・ 政定進 ；
握 る りサ 0に て 問 おなたすサ社内 へ 必経族 でぞと役 ら、 ヘ 男職推 予甚 ！
し ゜ の 1歳‘子題 よサもるポ会福 の 要済関 あれら割し の 女場進 定本 '
‘ 確ビ児保ど解 びポの ° 1化 祉 取 で的係 るのわ分ー 取 平の の - 条 :

将 立 ス保 育も決質 1に公卜‘と り あ自を こ個れ業さ、女 り 等ラた ←例 i
｝ 

の家 ① (4)が進 6 る等⑤付向直取④育新研 ③ かき子 --,fこを②ぴ確の ① (3)オ ⑥ すと ⑤ 来
育 族 B 取職 研関妥 °観男けけのりジに規修教点たを男力持教指に視個 組学 ‘性 る連日施 {
児的野 り 場 修連性 に女るて視組エ関採の員検り区がリ つ 員券位点人 み校 漫暴 °携野策 8
・責市 組に にの財 立混 ゜の点みンす用計をすを別先キてが資置にの に 画ヵ を市を
介 任 の みお 活ビ団 つ合 委 にと ダる教画対る生す‘ユ指佃料付立尊 お 本‘ と在検
護 の 企 け 用デ 制 た名 員立し 1内貝的象 °徒る女ラ導蓋のけつ厳 け 等闊 り住討 ！ ，
が両業 る すオ作 学海 会 っ て•容の実に に根がムし識点るたや る の待 、．す を
可 立 に 男 るをの 校の をた個フを研施し 持強後 - てに検た男甚 男 実 必在る A
能 に 対 女 ° ‘男 経採 設男のリ盛修 ‘た ちいーをい性を

描め女本 女 態， 要勤 ゜
な 向 し 平 小女 営用 置女確 1 り に ま 男 込社等占な別しに平的 平 を図 にの i 
男 け て 等 ‘平 の等 し平立な込男た女 ん会‘祓ぃ役 教等人 等 把 応外 ？ 
女 て ‘ 実 中等 推‘ ‘等と教む女初平 で通女しか割改科教権 へ 掘映 じ国 ： 
共 ‘ 仕 視 全教 進男 予教人育 °平任等 い念子‘---,分 善書 育の の す画 て人 ？ 
通男事 へ 教育 を女 算育権へ 等者教 なやとま隠業すおを尊 取 るビ 援女

8 
る 6

の性と の 員推 図平 をへ檸の 教‘育 いし男たれ観 。よ明 重 り ゜デ助性 { 

i 
▽ 画 な (6) (5) (4) (3) (2) . (l) .. 3 の 険 ④ ク 休 く ③ るる害らメ ② を労 i
問推 りな 信女よ女関市る女識をドを果男面自市 事事‘周‘パオ業す育 °重 でれン職求働 ら
合 進 たお す平り性連内 ゜性・含メ導の女で主民 項業勇知 退 l l等る児 大あて卜場め時 令
せ室 い‘ る等‘参コの 問実むス入平唇助企参 をと女と 職 1、夕の条休 なりおはでる問 さ
先 で 方中 ゜実全 画 l適 題態女テす等只成画画 位し共 啓 金 夕制取件業 問‘り 女の ゜短 i
ll 配 は 聞 現庁 推 ナ 当 相調性ィる-のす学に 匿て 発 等 の 得 作 を 題 人‘性セ 縮！
女布 ‘報 に的進 lな 談査のッ °へ→る習向 付の悶を の t禅のり男 で権女ヘク 等 3
性し 市告 向な室を図 業-人ク 向機 ゜ ・け け取画は 充 入奨‘女 あと性のシ ‘ 
参 て 役の け視発設書 務を権・ け会 研て る り か 実 労を励特と る労へ暴ユ 労 ゞ
画い 所全 て占 行 置 館 機 実 に バ ての

‘'上‘
究‘ シ組覇る 、働働‘にも こ働の）Jア 働 t

推ま 4 文 の[....のすに 能施関イ の平活市 ゜家者きま男に と権人 とル 条 i
進す 階を 情立広る女 をすすオ 昇等 動匡 み宣 内のかた性取 を に格 位・ 件 §
室 ゜女ご 蔀つ報 ゜性 充るるレ 進只 を 1し 政巴 労社けパのり 啓か権置ハ の 3

性罠 をた誌問 実 ＝゚` ノ 試→財よ 下記働 会るパ育や 発かの付ラ
参し 発男 lし題す忠ス験結政る の念 法保 ° ・児すすわ侵け ス If 

な
っ
て
い
ま
す
。

●
増
え
つ
づ
け
る
繰
入
金

病
気
や
け
が
で
治
療
を
受
け
た
と
き

に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
は
、
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
と
国
な
ど

か
ら
の
負
担
金
等
を
財
源
と
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
賄
え
な
い
た
め

一
般
会
計
か
ら
多
額
な
繰
り
入
れ
を
行

◎ ともにfをとり うるおいのあるまちに

⑨
日
野
市
保
健
福
祉
計
画
と
の
連
携

介
護
保
険
事
業
計
両
は
、
そ
の
内
容

を
包
含
す
る
保
健
福
祉
計
画
と
調
和
が

保
た
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
利
用
者
が
必
要
と
す
る
介
護
給
付

等
サ
ー
ビ
ス
と
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を

一
体
的
総
合
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
気
軽
に
利
用
で
き
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
作
り
を
行
い
ま
す
。

本
事
業
計
画
は
、
市
内
の
図
書
館、

市
政
図
書
室
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
が
、

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
貸
し

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
（
配
布
は

し
て
い
ま
せ
ん
）

。

ご
泡
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ハ
ガ
キ
か
封
書
で
、
日
野
市
役
所
介
談

保
険
課
（
＿
□
191ー

8
6
8
6
住
所
不
要
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
日
野
市
介
設
保
険
事
業
計
両

の
最
終
報
告
は
、
来
年
3
月
の
予
定
で
｀

ち
．
まの

す

＇
野
El 

ち

介

謹

ま＿つぁナ
,

9
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こ
の
欄
は
、
政
治
・
宗
教
・

営
利
に
関
す
る
も
の
は
掲
載
で

き
ま
せ
ん
。
市
主
催
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
内
容
の

確
認
は
当
事
者
間
で
。
な
お
、

掲
載
後
に
苦
情
の
あ
っ
た
も
の

は
、
今
後
の
掲
載
を
見
合
わ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
写
楽
フ
オ
ト
サ
ロ
ン

▽
日
時

1110
月
16
日
午
後
6
時
30
分

S
8
時
30
分
▽
会
場

11
勤
労
・

育
年

会
館
▽
内
容

11
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
「
中

国
旅
情
・
悠
々
歴
史
の
旅
」
、
写
真

作
品
公
開
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
ほ
か
※
写
真
作
品
の
持
参
を
。

初
心
者
・
女
性
歓
迎
▽
費
用

1
1
1
回

500
円
、
年
会
費
3
千
円
▽
問
合
せ
先

11
吉
野

(
6
5
8
2
.
3
3
6
9
夜
間
）

＊
栄
光
保
育
園
バ
ザ
ー

烹
日
時

1110
月
23
日
午
前
10
時
S
午

後
1
時
▽
会
場

11
同
園
▽
内
容

11
模

擬
店
、
日
用
雑
貨
ほ
か
烹
問
合
せ
先

11
同
園

(
6
5
9
3
.
1
5
3
8
)

＊
「
一
緒
に
子
育
て
し
よ
う
カ
イ
ー
・
」

子
育
て
真
っ
叢
中
の
お
母
さ
ん
集
合

▽
日
時

1110
月
28
日
午
前
10
時
S
正

午
▽
会
場

11
マ
ザ
ア
ス
日
野
※
保
育

あ
り
▽
申
込
み

1110
月
25
日
ま
で
に

た
す
け
あ
い
ワ
ー
カ
ー
ズ

B
e
す
け

っ
と

(
6
5
8
5
.
3
9
3
9
)
へ

＊
バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
10
月
31
日
午
前
10
時
S
午
後
3
時

に
サ
ン

3
シ
ョ
ッ
プ
青
い
鳥
裏
広
場

（
南
平
9
丁
目
）
で
行
な
う
バ
ザ
ー

に
物
品
（
日
用
雑
貨
、
食
器
、
衣
類

臨伽窓戯類蚤隠

ほ
か
）
の
提
供
を
。
取
り
に
伺
い
ま

す
。
当
日
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
▽
問
合

せ
先

11
日
野
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

青
い
鳥
作
業
所

(
6
5
8
4
.
1
8
3
7
)

*
N
P
o愛
隣
舎
バ
ザ
ー

▽
日
時

1111
月
3
日
午
前
10
時
30
分

S
午
後
2
時
▽
会
場

11
愛
隣
舎
ホ
ー

ル
（
多
摩
平
3
丁
目
）
▽
内
容

11
手

作
り
品
、
日
用
雑
貨
、
ミ
ニ
喫
茶
、

療
養
相
談
ほ
か
▽
問
合
せ
先

I
I
N
P

0
愛
隣
舎

(
6
5
8
6
.
9
0
5
1
)

＊
創
意

H
夫
表
彰
応
募
者
募
集

▽
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
製
品
や
技
術
・
エ
法
・
シ
ス
テ
ム

な
ど
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
を
問
わ
ず
募

集
▽
応
募
資
格

11
市
内
在
住
・
在
勤

•
在
学
者
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
法
人
、
そ
れ
ら
で
組
織
さ
れ
た
任

意
団
体
▽
申
込
み
1110
月
18
日
S
l
l

月
19
日
ま
で
に
日
野
市
商
工
会
事
務

局
で
配
布
す
る
所
定
の
中
込
書
で
同

事
務
局
（
多
摩
平
7
の
23
の
236581

）
へ

.
3
6
6
6
 

＊
日
野
市
民
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
非
常
勤

職
員
募
集

▽
職
種

11
精
神
科
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
カ

ー
▽
勤
務
日
時

11
月
曜

S
土
曜
日
午

前
9
時
S
午
後
5
時
の
週
2
S
3
日

以
上
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
問

合
せ
先

11
日
野
市
民
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

（
新
家

6
5
9
9
.
7
2
9
9
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

ヌ
幼
児
無
料
体
験
教
室
①
親
子
制
作

教
室
▽
日
時

1110
月
22
日
午
前
11
時

S
正
午
マ
対
象

1
1
2
歳
S
3
歳
6
カ

月
児
②
親
子
体
操
教
室
▽
日
程
・
対

象

1110
月
21
日
…

2
歳
6
カ
月
S
3

歳
6
カ
月
児
／
28
日
…
1
歳
6
カ
月

S
2
歳
6
カ
月
児
▽
時
間

11
午
前
9

時
30
分
S
1
0
時
20
分
※
動
き
や
す
い

服
装
で
。
各
日
前
日
ま
で
に
申
し
込

み
を
▼
な
か
よ
く
手
品
教
室
▽
日
時

1110
月
20
日
・

2
7
H
、
11
月
3
日
午

後
7
時
S
8
時
30
分
▽
費
用

1
1
4
千

200
円
※

1
回
の
み
の
場
合
1
千
575
円、

材
料
費
別
マ
秩
父
札
所
巡
り
パ
ー
ト

②
6
番
S
1
1
番
札
所
ご
弦
楽
四
重
奏

ヲ
ラ
ン
ス
音
楽
」
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

・
問
合
せ
先

11
同
セ
ン
タ
ー

(6582

.
3
1
3
6
)
 

＊
日
野
市
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
連
合
会

秋
の
モ
デ
ル
撮
影
会

▽
日
時

1110
月
16
日
午
前
9
時
30
分

S
午
後
3
時
※
ふ
れ
あ
い
橋
北
側
に

集
合
。
雨
天
の
場
合
17
日
▽
会
場

11

ふ
れ
あ
い
橋
周
辺
▽
費
用

1
1
2
千
円

▽
問
合
せ
先

11
吉
田

(
6
5
8
1
.
2
4

0
7
午
後
7
時
以
降
）

＊
地
域
友
好
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＞
日
時

1110
月
16
日
午
後
2
時
S
4

時
▽
会
場
11
川
辺
堀
之
内

553
の
7

（
市
民
プ
ー
ル
近
く
空
き
地
）
※
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
▽
内
容

11
野

菜
直
売
、
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
ほ
か
※

収
益
金
は
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
全
額
寄
付
▽
問
合
せ
先
11
ハ
ー
ト

フ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
堀
之
内
（
斉
膝

6
5
8
2
.
4
1
3
8
)
 

＊
ト
フ
ィ
祭
（
文
化
祭
）

▽
日
時

1110
月
17
日
午
前
10
時
＼
午

後
4
時
▽
会
場

11
東
京
ト
フ
ィ
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
▽
内
容
11
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
作
品
展
示
ほ

か
▽
問
合
せ
先

11
同
校

(
6
5
8
1
.
2

3
4
7
)
 

＊
薄
紅
葉
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

▽
日
時

1110
月
26
日
午
前
10
時
＼
午

後
3
時
▽
会
場

11
高
幡
不
動
尊
▽
費

用

1
1
5
千
円
※
三
席
点
心
付
き
▽
問

合
せ
先
11
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日

野
（
矢
木

6
5
8
1
.
1
4
7
1
)

＊
都
立
科
学
技
術
大
学
楓
祭

①
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
「
ぶ
っ
と
び

市
」
▽
日
時

1110
月
29
日
午
前
11
時

＼
午
後
4
時
／
30
日
・

31
日
午
前
10

時
＼
午
後
5
時
※
買
い
物
袋
の
持
参

0
8
 

を
②
「
パ
ソ
コ
ン
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

▽
日
時

1110
月
31
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
と
午
後
2
時
か
ら

▽
内
容
11
初

心
者
を
対
象
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見

方
や
、
簡
単
な
文
章
の
作
成
方
法
な

ど
▽
定
員

11
各
回

50
人
（
先
着
順
）

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
11
同
大

学
▽
問
合
せ
先

11
同
大
学
①
は
生
協

店
舗

(
6
5
8
6
.
6
6
3
0
)
②
は
庶
務

課
企
画
交
流
係

(
6
5
8
5
.
8
6
0
7
)

＊
秋
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時

1110
月
31
日
午
後
6
時
＼

9

時
▽
会
場
11
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽

費
用

11
.1
千
円
※
飲
み
物
、
抽
選
会

あ
り
▽
問
合
せ
先

11
ひ
ま
わ
り
・
カ

ト
レ
ア
の
会
（
横
野

6
5
9
2
.
8
4
0

3
)
 

＊
七
生
福
祉
園
祭
り

▽
日
時

1111
月
7
日
午
前
10
時
＼
午

後
3
時
▽
会
場

11
同
園
▽
内
容

11
バ

ン
ド
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
、
模
擬
店
ほ

か
▽
間
合
せ
先
11
同
園
（
比
留
間
6

5
9
1
.
0
0
4
9
)
 

＊
講
演
会
「
父
母
と
保
育
者
と
の
よ

り
よ
い
関
係
」

S
よ
り
よ
い
子
育
て

を
求
め
て

▽
日
時

1110
月
16
日
午
後
6
時
30
分

¥
8
時
▽
会
場

11
中
央
公
民
館
※
保

育
あ
り
▽
講
師
11
鈴
木
佐
喜
子
氏

（
白
梅
短
大
助
教
授
）
▽
費
用

11500

円
（
資
料
代
）
※
会
員
400
円
▽
問
合

せ
先

11
日
野
市
立
保
育
園
父
母
会
連

合
会
／
日
野
市
保
育
問
題
協
議
会

（
橋
本

6
5
8
6
.
2
4
2
2
)

＊
花
衣
の
会
・
き
れ
画
展

▽
日
時

1110
月
17
日
ま
で
の
午
前
10

時
S
午
後
6
時
※

17
日
は
午
後
5
時

ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
問
合
せ
先

11
乙
津

(6583.

3
4
7
6
)
 

＊
油
絵
い
い
ぜ
る
会
展

▽
日
時

1110
月
19
日
S
2
4
日
午
前
10

時
＼
午
後
6
時
※

24
日
は
午
後
4
時

ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

▽
問
合
せ
先

11
内
田

(6593.

1
0
5
9
)
 

カ
ラ
ー
ラ
ン
カ
イ

＊
彩
閏
会
・
水
彩
画
展

▽
日
時

1110
月
19
日
S
3
1
日
午
前
10

時
S
午
後
5
時
※

25
日
を
除
く
▽
会

場

11
高
幡
図
書
館
▽
問
合
せ
先

11
岩

崎

(
6
5
8
1
.
5
5
3
5
)

＊
浅
川
流
域
の
野
鳥
展

▽
日
時

1110
月
24
日
S
3
1
日
午
前
10

時
S
午
後
6
時
※

26
日
を
除
く
。
24

日
は
午
後
1
時
か
ら
、

31
日
は
午
後

3
時
ま
で
▽
会
場
11
東
急
ス
ク
エ
ア

10
階
▽
内
容
＂
パ
ネ
ル
展
示
、
野
鳥

の
木
彫
教
室
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11
八

王
子
カ
ワ
セ
ミ
会
（
門
口

6
0
4
2

6
.
3
5
.
6
8
8
6
午
後

7
時
以
降
）

＊
高
橋
敬
子
展
「

S
i
g
n
a
_」

▽
日
時

1110
月
25
日
S
3
0
日
午
前
11

時
S
午
後
6
時
30
分
※

30
日
は
午
後

5
時
ま
で
▽
会
場

11
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

オ
カ
ベ
（
中
央
区
銀
座
）
▽
問
合
せ

先

11
高
橋

(
6
5
9
2
.
9
0
0
0
)

＊
ス
ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト
の
会
版
画

展▽
日
時

1110
月
26
日
S
3
1
日
午
前
10

時
S
午
後
5
時
※

31
日
は
午
後
4
時

ま
で

▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

▽
問
合
せ
先

11
鴨
狩

(6591.

2
5
9
5
)
 

＊
う
き
う
き
手
芸
教
室

▽
日
時

1110
月
21
日
午
前
10
時
S
正

午
▽
会
場

11
女
性
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
コ
ス
モ
ス
の
ち
ぎ
り
絵
▽
費
用

11

1
千
100
円
（
講
習
料
、
材
料
費
）
▽

問
合
せ
先
11
あ
い
あ
む
2
号
店

(
6

.
6
6
5
7
.
2
9
5
2
)
 

゜
7
 ゜

＊
障
害
者
の
た
め
の
介
助
研
修
会

▽
日
時

1110
月
2
3
H
.
3
0
日
午
前
10

時
＼
午
後
4
時
▽
会
場

11
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
11
障
害
者
介
助

に
関
心
が
あ
る
方
、
障
害
を
も
つ
家

族
が
い
る
方
▽
定
員
1
1
2
0
人
▽
問
合

せ
先

11
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
・

日
野

(
6
•四
5
9
4
.
7
4
0
1
)

＊
歎
異
抄
を
読
む
会

▽
日
時

1110
月
23
日
午
後
6
時
30
分

¥
9
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽
問

合
せ
先

11
花
岡

(6592.
4
1
8
8
)

＊
学
習
会
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
ゴ

l-
＿
問
題
パ
ー
ト

2
」

▽
日
時

1110
月
30
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
11
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
▽
問

合
せ
先

11
環
境
を
考
え
る
市
民
の
会

（
津
田

6
5
9
1
.
9
9
5
7
)

＊
エ
コ
ー
・
サ
ロ
ン
「
エ
ジ
プ
ト
と

ア
ラ
ブ
の
国
々
」

▽
日
時

1110
月
24
日
午
後
2
時
S
4

時
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
エ
ジ
プ
ト
の
方
な
ど
と

一

緒
に
「
魅
力
の
世
界
」
ア
ラ
プ
の
国
々

の
生
活
習
慣
な
ど
を
体
験
マ
甲
込
み

1110
月
22
日
ま
で
に
日
野
市
国
際
交

流
協
会

(
6
5
8
6
.
9
5
1
1
)

へ

＊
連
続
講
座
「
昭
和
史
を
語
る
」
①

▽
日
時

1110
月
24
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
11
中
国
人
の
も
の
の
考

え
方
▽
講
師

11
小
松
良
郎
氏
▽
費
用

11300
円
▽
間
合
せ
先

11
日
野
の
歴
史

と
地
理
を
学
ぶ
会
（
松
尾

6
5
9
1
.
2

5
6
6
)
 

＊
市
民
集
会
「
ど
こ
ま
で
決
ま
っ

た
？
介
護
保
険
ー
．
問
題
点
は
：
．
」

▽
日
時

1110
月
30
日
午
後
2
時
s
4

時
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
日
野
の
介
設
保
険
状
況
▽

講
師

11
石
川
治
江
氏
（
介
設
保
険
事

業
計
画
作
成
委
員
）
▽
費
用

11300
円

（
資
料
代
）
▽
問
合
せ
先
11
日
野
生

活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
高
砂

6583.

6
5
7
5
)
 

＊
都
立
科
学
技
術
大
学
公
開
講
座

①
機
会
力
学
・
制
御

H
学
▽
日
時
11

11
月
12
日
S
1
2
月
17
日
の
師
週
金
曜

日
午
後
6
時
30
分
S
8
時
▽
定
貝

II

20
人
▽
費
用

1
1
1
千
500
円
②
H
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
入
門
実
験
実
習
▽
日
時

1111
月
20
日
S
1
2
月
18
日
の
侮
週
土

曜
日
午
後
2
時
S
5
時
30
分
※

12
月

4
日
を
除
く
▽
コ
ー
ス
11
初
級
、
デ

ジ
タ
ル
、
ア
ナ
ロ
グ
、
応
用
▽
定
員

11
各
20
人

▽
費
用

1
1
2
万
6
千
円

以
上
、
い
ず
れ
も

▽
会
場

11
同
大

学
▽
申
込
み
11
①
は
10
月
29
日、

②

は
11
月
5
日
ま
で
に
同
大
学
交
流
セ

ン
タ
ー
公
開
講
座
担
当

(
6
5
8
5
.
8

6
7
6
)

へ

*
N
P
o愛
隣
舎
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座

▽
日
時

1110
月
3
1
H
、
11
月
14
日
午

前
9
時
30
分
S
午
後
4
時
▽
会
場
11

愛
隣
舎
ホ
ー
ル
▽
内
容
11
社
会
資
源

の
利
用
の
仕
方
、
介
護
の
知
識
、
実

習
ほ
か
▽
定
員

1130
人
（
先
着
順
）

▽
費
用
11200
円
（
資
料
代
）
▽
申
込

み
1110
月
29
日
ま
で
に

N
P
o
愛
隣

舎

(
6
5
8
6
.
9
0
5
1
)

へ

＊
日
野
市
ひ
ま
わ
り
会
「
ワ
ー
プ
ロ

初
心
者
講
習
会
」

▽
日
時

1111
月
5
日
S
7
日
・

13
日

•
1
4日午
後1
時
S
3

時
（
予
定
）

※
5
日
は
午
後
6
時
30
分
S
8
時
30

分
▽
会
場
11
日
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
▽
対
象
11
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母

さ
ん

5
人
※
保
育
あ
り
▽
申
込
み

11

10
月
31
日
（
必
着）

ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
、
桑
原
富
士
子
(
〒

1
9
1
_
o
o
l

6
神
明
1
の
3
の
14
の
1016587.7

3
0
9
午
後
6
時
以
降
）
へ

＊
江
戸
木
目
込
み
人
形
講
習
会

▽
日
時

1111
月
12
日
・

26
日
午
前
10

時
S
正
午
▽
会
場
11
日
野
郵
便
局
本

局
▽
内
容
11
干
支
（
辰
）
を
つ
く
る

▽
費
用

1
1
2
千
730
円
（
材
料
費
）
▽

持
ち
物

11
は
さ
み
、
目
打
ち
、
エ
プ

ロ
ン
▽
申
込
み
先

11
比
留
間

(6586

.
3
8
5
8
午
前
8
時
S
1
0
時
、
午

後
7
時
S
9
時）

＊
混
合
ダ
ブ
ル
ス
バ
ド
―
l

l

ン
ト
ン
大

会▽
日
時

1111
月
3
日
午
前
9
時
か
ら

▽
会
場

11
南
平
体
育
館
▽
種
目

1
1
1

S
3
部
▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤

•
在
学
者
▽
費
用
1
1
1

ペ
ア
3

千
円

※
連
盟
会
員
2
千
円
▽
中
込
み

1110

月
24
日
ま
で
に
所
定
用
紙
（
南
平
体

育
館
に
あ
り
）
に
記
入
し
、
大
西
喜

美
子

(〒

1
9
1
1
0
0
5
2
東
豊
田

1

の
55
の
1
2
6
5
8
3
.
8
3
6
9
)

へ

＊
日
野
市
ダ
ブ
ル
ス
チ
ー
ム
卓
球
大

会▽
日
時

1111
月
23
日
午
前
9
時
か
ら

▽
会
場

11
南
平
体
育
館
▽
種
目

11
男

女
別
l
.
2
部
団
体
戦
※

1
チ
ー
ム

3
人
、
異
な
る
ペ
ア
に
よ
る

3
ダ
プ

ル
ス
▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
、
連
盟
会
員
▽
費
用

1
1
2
千

円
※
高
校
生
以
下
と
会
員
チ
ー
ム
は

1
千
500
円
▽
申
込
み

1111
月
10
日
ま

で
に
現
金
を
添
え
て
、
三
澤
佳
紀

(〒

1
9
1
1
0
0
3
4
落
川
184
の
4
6

5
9
1
.
6
5
2
4
夜
間
）
へ

・回岱璽罪【伺璽冒濯
消費生活展

'99H野くらしの
フェスティバル

会場／生活・保健センター

問い合わせは
生活課(ff581-4112)

＊
卓
球
「
ピ
ン
ポ
ン
ズ
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
S
8
時
30

分
と
侮
週
土
曜
日
午
後
2
時
30
分
ー

5
時
に
四
小
体
育
館
な
ど
で
▽
費
用

11
月
500
円
※
指
導
あ
り
。
見
学
歓
迎

▽
問
合
せ
先

11-
―
一
井
田

(
6
5
8
3
.
8

9
7
8
)
 

＊
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ジ
ャ
ズ
タ
ン
ス

「
ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ー
ク
ル
」

▽
毎
週
月
曜
日
午
後
2
時
15
分
ー

3

時
45
分
に
富
士
電
機
体
育
館
で
▽
費

用
11
月
3
千
円
▽
持
ち
物

11
上
履
き
、

‘、、
ス
タ
オ
ル
▽
問
合
せ
先
11
酒
井

(
6
5
8
6
.
1
9
5
2
午
後
4
時
以
降
）

＊
程
久
保
川
ク
リ
ー
ン
デ
ー

▽
日
時

1110
月
31
日
午
前
9
時
45
分

S
1
1
時
※
雨
天
中
止
▽
集
合
場
所
＂

中
程
久
保
橋
、
七
生
支
所
前
、
八
小

檎
、
玉
川
橋
▽
持
ち
物
11
軍
手
、
長

靴
、
タ
オ
ル
▽
問
合
せ
先

11
程
久
保

川
を
考
え
る
会
（
藤
村

6
5
9
3
.
l
l

6
3
)
 

＊
七
生
福
祉
園
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
日
時

1111
月
7
日
午
前
10
時
＼
午

後
3
時
▽
内
容
11
付
き
添
い
、
模
擬

店
手
伝
い
ほ
か
※

H
常
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
募
集
中
▽
会
場
・
問
合
せ
先

11
同
園
（
中
井

6
5
9
1
.
0
0
4
9
)

＊
日
野
市
障
害
者
青
年
学
級
「
運
動

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

▽
日
程

1111
月
14
日
▽
会
場

11
一
中

校
庭
▽
内
容
11
障
害
を
も
つ
方
と
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽
し
く
交
流
※
日

野
市
障
害
児
少
年
学
級
と
共
催
▽
申

込
み
先

11
日
野
市
障
害
者
青
年
学
級

（
中
央
公
民
館
内

6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

ともに手をとりやすらぎのあるまちに ◎
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こ
の
ほ
か
、
市
の
生
涯
学
習
な
ど

に
関
す
る
展
示
も
行
い
ま
す。

こ
の

学
園
祭
は
、
市
民
に
よ
る
実
行
委
員

会
が
行
う
も
の
で
、
都
立
科
学
技
術

大
学
学
園
祭

・
楓
祭

(10
月
2
9
B
S

31
日
）
会
場
を
お
借
り
し
て
開
催
し

ま
す。

ひの市民大学学園祭

シャトルバス発車時間

行き豊田駅北口発

11:00 11:40 12:20 13:00 

帰り 都立科学技術大学発

1s:oo 1s:40 11:20 10:00 

案内図 ，～
→ （旭が丘6の6)

三
「
ひ
の
市
民
大
学
」

初
の
学
園
祭

を
行
い
ま
す。

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
る
ク
イ
ズ
と
、
お
子
さ
ん
向
け
の

映
画
会
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
程

1110
月
30
日
▽
会
場

11
都
立

科
学
技
術
大
学
※
案
内
図
参
照
。
別

表
の
と
お
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

▽
内
容
11
①
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

D

E

ひ
の
（
午
後
2
時
S
3
時
30
分）

…
日
野
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
会
場
に

い
る
人
全
員
の
参
加
で
行
い
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
決
定
。
記
念
品
、
賞
品

も
予
定
▽
定
員
11
300
人
※
当
日
正
午

か
ら
会
場
で
受
け
付
け
②
子
ど
も
シ

ア
タ
ー

（
映
画
会
）

…
子
ど
も
学
部

の
開
設
を
記
念
し
て
別
表
の
と
お
り

上
映
▽
定
員
11
400
人
※
入
退
場
自
由

烹
子
園
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
復
原
住

居
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
」

秋
の
タ
ベ
、
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
と

虫
の
声
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1110
月
29
日
午
後
7
時
S
8

時
▽
会
場

11
復
原
住
居
（
日
野
中
央

公
園
南
西
隅
）
▽
定
貝
11
30
人
（
先

着
順
）
▽
申
込
み
先

11
生
涯
学
習
課

マ
新
し
い
学
部
が
ス
タ
ー
ト

①
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座
〈
専

門
教
養
学
部
〉

専
門
教
蓑
学
部
（
知
識
を
深
め
る

コ
ー
ス
）
の
初
の
講
座
と
し
て
、
初

心
者
を
対
象
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
講
座

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日
時
11
11
月
20
日
S
1
2
月
11
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
S
5
時
▽
会

場
11
都
立
科
学
技
術
大
学
▽
対
象
II

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
※
全
4
回
出
席
可

能
な
方
▽
定
員

11
40
人
※
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
▽
費
用

11
1
千
円

（
教
材
費
）

②

「
れ
ん
が
」
テ
ー
マ
に
ま
ち
歩
き

〈
日
野
学
学
部
〉

日
野
学
学
部
（
ま
ち
を
知
る
コ

ー

ス
）
の

1
回
目
の
ま
ち
歩
き
は
、

「れ
ん
が
」
を
テ
ー
マ

に
行
い
ま
す。

▽
日
程

11
11
月
7
日
※
小
雨
実
施
▽

集
合
時
間

・
場
所
11
午
前
10
時
に
ふ

る
さ
と
博
物
館
▽

コ
ー

ス
11
ふ
る
さ

と
博
物
館

S
西
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー

S
浅
川
河
原
ー
J
R
八
王
子
駅
（
午

後
4
時
ご
ろ
解
散
予
定
）
の
約
10
キロ

▽
講
師
11
小
野
田
滋
氏

（
国
鉄
道
総

合
技
術
研
究
所
主
任
技
師
）
▽
対
象

子どもシアター（映画会）上映予定表

時間 1 内 容 I 

ロトの紋章

ドラゴンクエスト外伝

ちびまる子ちゃん～

* `←り まる子たち 1年生の世話をやく

14;50~15:301忍たま乱太郎 劇場版

15;9A5~1九30フランダースの犬

ひ
の
市
民
大
学
が
3
0
8に
学
園
祭

新
し
い
学
部
も
順
次
開
講

11
健
脚
な
方
▽
定
員
11
40
人
※
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
子
ど
も
は
保

護
者
同
伴
▽
持
ち
物
11
弁
当
、
交
通

費
、
箪
記
用
具
、
雨
具
、
カ
メ
ラ
な

ど
※
歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加
を
。

以
上
▽
申
込
み

11
①
は
10
月
29
日

②
は
10
月
2
2
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
往
信
用
裏
面
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

記
入
し、

日
野
市
役
所
生
涯
学
習
課

(〒
191
1
8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

※
詳
細
は
受
講
決
定
者
に
通
知

■国
際
ク
ッ
キ
ン
グ

「
タ
イ
料
理
を
r
J

一
緒
に
」

料
理
を
つ
く
る
の
か
好
き
な
方
、

世
界
の
料
理
を
つ
く
っ
て
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。
今
回
は
、
タ
イ
料
理
を
取

り
上
げ
ま
す
。

▽
13
時
11
10
月
3
1
日
午
後
1
時
S
4

時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽
講
師
II

ラ
タ
ナ
ポ
ー
ン
氏
▽
対
象
11
市
内
在

住
・
在
勤

・
在
学
者
叉
疋
員
11
20
人

（
先
着
順
）
▽
費
用

11
700
円
（
材
料

代
）
▽
持
ち
物
11
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き

ん
▽
協
力
11
日
野
国
際
友
好
ク
ラ
プ

▽
申
込
み
先

11
中
央
公
民
館

(6
581

•
7580) ■牛

乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

リ
サ
イ
ク
ル
「
野
鳥
の
え
さ
台
」

庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
野
鳥
を
招
待
し

ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

11
11
月
7
日
午
前
10
時
S
正

午
▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
膝
本
和
典
氏
（
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
ア
ー
ス
協
会
代
表
）
▽
対
象
II

小
学
生
以
上
▽
定
員
11
40
人
（
先
着

順
）
▽
持
ち
物
11
割
り
ば
し
2
膳、

牛
乳
パ
ッ
ク

500
ミリりい

・
ペ
ッ

ト
ボ
ト

ル
500
ミリ
臼
い
各
1
本
（
以
上
使
用
済
み

の
も
の
）
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
マ
甲

込
み
先

11
生
活
課

(6
581
.
4
1
1

2
)
 

●
ふ
る
さ
と
博
物
館
企
画
展
関
連
講

座
「
生
類
憐
れ
み
の
令
と
江
戸
市

民」ふ
る
さ
と
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て

い
る
企
画
展
「
江
戸
文
化
の
枠
」
に

は
、
江
戸
時
代
の
絵
図
、

美
術
工
芸

品
、
版
本
な
ど
の
多
く
の
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、

犬
公
方
と
称
さ
れ
た
五
代
将
軍
徳
川

綱
吉
の
時
世
（
元
禄
時
代
）

に
つ
い

て
、
「
生
類
憐
れ
み
の
令
」
と
そ
れ

に
関
わ
っ

た
江
戸
市
民
の
対
応
を
中

心
に
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時

11
10
月
23
日
午
後
2
時
S
4

時
▽
会
場

11
ふ
る
さ
と
博
物
館
▽
講

師
11
村
井
益
男
（
日
本
大
学
講
師
。

こ
の
企
画
展
の
監
修
者
）
▽
定
員
11

50
人

（
先
着
順
）
▽
申
込
み

11
10
月

15
日
午
前
9
時
か
ら
ふ
る
さ
と
博
物

館

(6
583
.
5
1
0
0
)

へ

●
移
動
公
民
館

ご
生
活
と
色
彩
「
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
楽
し
も
う
」

日
常
生
活
の
中
に
あ
る
色
彩
に
つ

い
て
知
り
、
そ
し
て
上
手
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が

ら
学
び
ま
す
。

▽
日
時

11
11
月

5
日
S
1
2
月
17
日
の

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
S
正
午
▽
会

場
11
平
山
地
区
七
ン
タ
ー
※
車
で
の

来
場
は
不
可
▽
内
容

11
色
彩
の
基
礎

知
識

S
色
彩
と
は
何
か
／
色
彩
の
使

わ
れ
方
ー
対
比
効
果

・
配
色
調
和
／

生
活
の
中
の
色
彩

S
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

・
住
ま
い
・
食
の
色
彩
／
ま
と
め
、

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
▽
講

師
11
河
野
瑶
子
氏
（
小
田
原
女
子
短

期
大
学
講
師
）
▽
対
象
11
市
内
在
住

•

在
勤

·

在
学
者
▽
定
員1
1
2
5人

（
予
定
）
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

七
生
中

•

平
山
中
地
区
の
方
を
優
先

▽
費
用

11
材
料
費
実
費

(600
円
程
度
）

▽
持
ち
物
11
は
さ
み
、
の
り
、
も
の

さ
し

(15七
ら
位
）

ご
や
さ
し
い
写
真
教
室
「
自
然
を
写

す」
家
に
あ
る
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
を
使

っ
て
、
カ

メ
ラ
操
作
や
構
図
の
取
り

方
な
ど
基
本
を
学
び
な
が
ら
、
あ
な

＾ け II に 容時
云 セ 野 は

一 ▽ の教● ■絵画鑑賞講座日程表
II ▽日 か師百家

593ン島？ー会時 ？は草庭 日賣程 ； 内 容
・ タ文←ー自場 ，I'---具 台 教 炉 6

7 l子 ほ 立 ll 10 体 小 育 10月28日印象派とそれ以前の美術
5 -----氏か し 百月 的地 学 ＇
7 ▽ -、※た草 16 に区級 1]月4日 フォビズム・キュビズムを中心に
8 申 s保子台日 ど
- 込 T 育ど 小 午 ぅ己 11日ダダイズムとシュールレアリズム

み E あも音後 すん
先 P りに楽 2

# ;約25日ニューペインティングを中心に
れな

,i勇▽育室時 ば時 12月2日様々な形で現れる現代の美術
吉気講て▽ i い親
田づ師る内 4 いや ィ ¢:：9日製作するということ～自作から

た
自
身
の
作
品
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

▽
日
時

・
内
容
11
11
月
1
4
日

・
27
日、

12
月
11
日
午
前
10
時
S
正
午
…
講
義

/
11
月
20
日
、
12
月
4
日
午
前
10
時

＼
午
後
3
時
：
野
外
撮
影
▽
会
場
11

コ
ニ

カ
東
京
事
業
場
日
野
事
務
広
報

棟
▽
講
師
11
山
下
勲
氏
（

コ
ニ

カ
昨

宣
伝
部
）
▽
定
員

11
30
人
※
定
員
を

超
え
た
場
合
は
二
中

•

四
中
地
区
の

方
を
優
先
▽
持
ち
物

11
手
持
ち
の
カ

メ
ラ

（
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
も
可
）

以
上
▽
申
込
み
先

11
中
央
公
民
館

(6
581
.
7
5
8
0
)
 

■絵
画
鑑
賞
講
座
「
印
象
派
か
ら
硯

代
美
術
ま
で
」

こ
の
講
座
で
は、

難
解
と
い
わ
れ

る
現
代
美
術
を
少
し
で
も
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
様
々
な
芸
術
運

動
の
流
れ
を
た
ど
り
、
ス

ラ
イ
ド
を

使
っ
て
作
品
を
鑑
賞
。
絵
画
を
見
る

楽
し
み
を
倍
増
さ
せ
る
、
ち
ょ
っ
と

し
た
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

▽
日
程

・
内
容
11
別
表
の
と
お
り
▽

時
間
11
午
後
6
時
30
分
S
8
時
30
分

▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽
講
師

11
加

藤
健
二
氏
（
武
蔵
野
美
術
大
学
講
師
）

▽
定
員
11
50
人
▽
申
込
み
先

11
中
央

公
民
館

(6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

▼
大
坂
上
中
地
区
「
子
ど
も
の
心
に

向
き
合
う
た
め
に
」

地
域
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▽
日
時

11
10
月
1
6
日
午
後
2
時
S
4

時
▽
会
場
11
大
坂
上
中
学
校
食
堂
▽

講
師

11
小
林
正
幸
氏
（
東
京
学
芸
大

学
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

了
平
山
小
地
区
「
親
と
子
の
か
か
わ

り
あ
い
」

子
ど
も
の
心
、
感
性
の
教
育
に
つ

い
て
の
講
演
会
で
す
。

▽
日
時

1110
月
30
日
午
後
2
時
＼
4

時
▽
会
場
11
平
山
小
体
育
館
▽
講
師

11
高
橋
史
朗
氏
（
明
星
大
学
教
授
、

感
性
教
育
研
究
所
所
長
）
▽
持
ち
物

11
上
履
き

▼
六
小
地
区
百
本
テ
レ
ビ
ル
ッ
ク

ル
ッ
ク
ご
ん
に
ち
は
の
リ
ポ
ー
タ
ー

井
口
成
人
さ
ん
の
講
演
」

社
会
の
様
々
な
事
件
を
通
し
て、

親
子
の
か
か
わ
り
方
、
家
族
の
あ
り

方
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

▽
日
時
11
10
月
30
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
11
六
小
体
育
館
▽
持
ち
物
II

上
履
き

以
上
▽
問
合
せ
先
11
生
涯
学
習
課

■中
高
年
の
た
め
の
ふ
れ
あ
い
体
操

教
室

▽
日
時

11
11
月
11
日
S
1
2
月
9
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
30
分
S
3
時

▽
会
場

11
南
平
体
育
館
▽
定
員
11
40

人
▽
費
用

11
100
円
▽
申
込
み

1110
月

26
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
往
信
用
裏
面
に
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を

記
入
し、

日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
(
〒
191
_
8
6
8
6
住

所
不
要
）
へ

■大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
会

ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク

地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
た
め
に
ハ
イ

キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽

し
く
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
11
10
月
24
日
午
前
9
時
か
ら

※
午
前
8
時
30
分
に
市
民
陸
上
競
技

場
管
理
棟
前
に
集
合
▽

コ
ー

ス
11
市

民
陸
上
競
技
場

S
立
日
橋

S
日
野
橋

S
浅
川
処
理
場
＼
石
田
寺
（
士
方
歳

三
の
墓
※
説
明
あ
り
）
＼
東
部
会
館

S
向
島
用
水
親
水
路

S
高
幡
橋

s
一

番
橋
S
黒
川
清
流
公
園
S
泉
塚
S
大

坂
上
中
※
約
9
キロ
。
昼
食
あ
り
。
歩

き
や
す
い
服
装
で
参
加
を
▽
申
込
み

先
11
大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
会

（
金
田

6
583
.
3
9
8
6
)

■市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

▼
ハ
イ
キ
ン
グ

▽
日
程

11
11
月
1
3
日
※
雨
天
実
施
▽

場
所
11
神
奈
川
県
西
丹
沢
（
加
入
道

山
）
※
歩
行
約
4
時
間
。
中
級
者
向

け
▽
対
象
11
18
歳
以
上
の
市
内
在
住

•

在
勤

・

在
学
者
▽
定
員1
1
7
5人
▽

費
用

11
3
千
500
円
▽
申
込
み

1111
月

1
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
往
信
用
裏
面
に
「
市
民
大
会
ハ

ィ
キ
ン
グ
参
加
希
望
」
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
、

返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
(
〒
191
_
8
6
8
6
住
所
不

要
）
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

了
少
林
寺
拳
法

▽
日
時
11
11
月
1
4
日
午
後
1
時
か
ら

▽
会
場
11
南
平
体
育
館
▽
種
目

11
小

学
生
低
学
年
、
同
高
学
年
、
中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
、
親
子
、

一
般
の

各
部
の
単
独

・
組
演
式
（
小
、
中
学

生
は
単
独
の
み
）
▽
対
象
11
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
（
日
本
少
林
寺

拳
法
連
盟
登
録
者
に
限
る
）
▽
費
用

1
1
1
人
1
千
円
（
小
学
生
500
円
）
▽
申

込
み

11
所
定
の
申
込
書
（
市
役
所
5

階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
南
平
体
育
館

に
あ
り
）
に
費
用
を
添
え
て
、
11
月

1
日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
※

土
曜

・
日
曜
日
は
除
く

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
11
月
利
用

分
抽
選
会

▽
日
程

11
10
月
20
日
▽
区
分

・
時
間

II
①
体
育
館
…
午
後
2
時
②
テ
ニ

ス

コ
ー
ト
・・・3
時
③
校
庭
…
4
時
④
ナ

イ
タ
ー
…
6
時
▽
会
場
11
市
役
所
5

階
505
会
議
室
▽
参
加
資
格
11
団
体
登

録
証
を
持
参
し
た
方
（
中
学
生
以
下

は
不
可
）
▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課

■地
元
産
野
菜
を
即
売
「
土
曜
市
」

J
A
東
京
み
な
み
青
壮
年
部
に
よ

り
、
新
鮮
野
菜
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ

え
て
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・

会
場
11
10
月
1
6
日
午
前
10

時
S
正
午
、
午
後
2
時
S
4
時
…
J

A
東
京
み
な
み
七
生
支
店
／
10
月
30

H
午
前
10
時
ー
午
後
4
時
…
①
多
摩

平
第
7
公
園
②
J
A
東
京
み
な
み
七

生
支
店
（
正
午
S
午
後
2
時
を
除
く
）

▽
問
合
せ
先

1
1
J
A
東
京
み
な
み
七

生
支
店

(6
591
.
2
0
1
2
)
／
同

日
野
支
店

(6
583
.
2
1
1
1
)
／
市

産
業
振
興
課

■ふ
れ
あ
い
花
と
野
菜
の
即
売
会

旬
の
野
菜
、
季
節
の
花
と
植
木
を

取
り
そ
ろ
え
ま
し
た
。

▽
日
時

11
10
月
30
日

・
31
日
午
前
9

時
S
午
後
4
時
▽
会
場
1
1
J
A
東
京

み
な
み
日
野
支
店
▽
問
合
せ
先
1
1
J

A
束
京
み
な
み
日
野
支
店

(6
583
.

2
l
l
l
)
／
市
産
業
振
興
課

家
庭
で
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
、

障
害
者
等
の
介
設
に
あ
た
っ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
介
談
疲
れ
を
い
や
す

た
め
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
す
。
本
場

中
国
料
理
の
会
食
を
し
な
が
ら
、
ス

ト
レ
ス
解
消
法
に
つ
い
て
専
門
家
の

講
演
を
聞
き
ま
す
。
日
ご
ろ
の
疲
れ

を
忘
れ
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

1111
月
7
日
午
前
11
時
30
分

S
午
後
3
時
▽
会
場

11
束
天
紅

(J

R
八
王
子
駅
ビ
ル

10
階
）
▽
定
員
11

60
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

当
選
者
に
は
資
料
を
郵
送
▽
費
用

11

500
円
▽
申
込
み

1110
月
29
日
ま
で
に

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
6
582
.

2

3
1
8
)

へ

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌
っ

た
り
、

手
あ
そ
び
な
ど
、

一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

▽
日
時
1110
月
20
日
午
前
10
時
か
ら

約
1
時
間
▽
対
象
1
1
1
歳
S
未
就
学

児
と
保
設
者
▽
会
場

・
間
合
せ
先
II

と
よ
だ
保
育
園

(6
581
.
3
4
5
1
)

加
者
募
集

゜
ともに手をとり夢のあるまちに 一
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会場・バス停変更図

※このバス停以外にも変更

するバス停があります

詈
い
蘭
，
眉

H
野
市
観
光
協
会
主
催
の

「第
29
回

高
幡
不
動
尊
菊
ま
つ
り
」
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

'三`
占

恒
例
の
産
業
ま
つ
り
が
、
今
年
も
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
お

そ
ろ
い
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
H
時
1
1
1
1
月
13
日
山
・

14
日
①
午
前

10
時
ー
午
後
4
時
※
14
日
は
午
前
9
時

か
ら

▽
会
場
11
日
野
中
央
公
園
、
市
役
所
前

市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

▽
内
容
11
地
元
農
産
物
の
展
示
・
販
売
、

▽
日
時
1
1
1
0
月
28
日
困
S
1
1
月
15
日
①

午
前
9
時
S
午
後
4
時

▽
会
場
11
高
幡
不
動
尊
境
内

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
観
光
協
会
（
市

産
業
振
興
課
内
）

商
工
業
製
品
等
の
販
売
、

警
視
庁
騎
馬

隊
・
白
バ
イ
と
の
記
念
撮
影
、
ミ
ニ

S

L
乗
車
、
日
野
消
防
署
は
し
ご
車
実
演
、

新
選
組
パ
レ
ー
ド
、
民
謡
流
し
ほ
か

＠
当
日
は
車
両
通
行
止
め
と
ミ
ニ
バ
ス

停
留
所
が
移
動

13
日
は
・

1
4
H
①
の
両
日
、
市
役
所

前
の
道
路
は
車
両
通
行
止
め
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
ミ
ニ
バ
ス

の
停
留
所
位
置
が
変
更
に
な
り
ま
す

（
別
図
参
照
）

。
ま
た
、

車
で
の
ご
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
は
、
本
紙
次
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
産
業
ま
つ
り
実
行
委
貝

会
事
務
局
（
市
産
業
振
興
課
）

新
選
組
の
勇
姿
を
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
フ
ァ
ン
が
再
現
、
市
内
を
パ

レ
ー
ド

1 市民会館の催し お問い合わせ・電話予約は四585-2011 | 
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全

99年国際高齢者年記念事業

甲州街道フェステイバル共催事業

バJャ嗅罰雌•知くり
ィ

一

10月23日（土）13:00~17:oo*
七生公会堂

講師：ロスキレ市長、高齢者福祉の専門家

※通訳あり

定員： 300人（ひの社会教育センターで入

場整理券を無料で配布）

主催：日野市、ひの社会教育センター

問合せ先：市高齢福祉課

ひの社会教育センター

（fl582-3136) 

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
こ
利
用
を

〈
日
野
の
石
碑
を
訪
ね
て
〉

⑧

篤
農
家

．．
 
林
丈
太
郎
の
墓
碑

し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
太
鼓
演
奏
、
着
物
パ
レ
ー

ド
、
寸
劇
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催
し
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程
1
1
1
1
月
14
日
（

▽
時
間
・
会
場
11
①
午
前
10
時
10
分
＼

11
時
30
分
…
高
幡
不
動
尊
9
参
道
商
店

街
／
②
午
後
2
時
ー

3
時
…
産
業
ま
つ

り
会
場
内

▽
問
合
せ
先
11
新
選
組
．In
日
野
実
行
委

員
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
内
）

ご協hください！

一番橋架け替え工事

ロロ
面

昨
年
か
ら

一
番

橋

の

拡

幅

架

け

替

え

幅
6
.
1
訂
、
通
行
車
両
の
重
量
制
限

に
着
手
し、

第
1
期
工
事
が
終
了
し
ま

14
ト

ン未
満

し
た
が
、

今
年
も
引
き
続
き
第
2
期

工

▽

新

設

の

橋

11
橋
の
長
さ
1232い
、
橋
の

事
を
施
工
し
ま
す
。

幅

16
訂
、
通
行
車
両
の
重
量
制
限
25
ト

ン

工
事
中
は
大
型
車
の
通
行
制
限
や
、
以
下

一
時
的
な
通
行
止
め
な
ど
不
便
を
お
か

【第
2
期

t
事
の
概
要
】

け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
▽
期
間
I
I
1
0
月
18
日
①
＼
来
年
7
月
31

日
月

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
全
体
の
計
両
】

▽
内
容
11
橋
け
た
架
設
（
上
流
側
幅
員

▽
完
成
予
定
11
平
成
14
年
度
中

8
訂
）
、
周
辺
道
路
整
備

▽
現
在
の
橋
11
橋
の
長
さ

130
い
い
、
橋
の
▽
問
合
せ
先
11
土
木
課
道
路
係
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．
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「
水
を
飲
む
と
き
は
源
を
思
い
、
米
、

果
物
、
野
菜
を
食
べ
る
と
き
は
そ
れ
を

育
て
た
人
を
思
え
」
と
昔
か
ら
言
い
伝

え
ら
れ
て
来
た
。
こ
れ
は
今
日
で
も
真

理
で
あ
る
。
明
治
の
中
ご
ろ
ま
で
は
、

「
老
農
」
と
い
わ
れ
た
人
た
ち
が
農
業

の
先
頭
に
立
ち
、
経
験
を
生
か
し
て
農

業
技
術
の
改
革
に
迫
っ
て
い
っ
た
が
、

や
が
て
農
事
試
験
場
な
ど
が
設
立
さ
れ

て
科
学
的
農
業
が
「
老
農
」
に
と
っ
て

代
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
少
数

で
は
あ
る
が
、
熱
心
な
農
民
が
特
定
の

作
物
に
つ
い
て
独
自
の
栽
培
方
法
を
あ

み
だ
し
、
作
物
の
増
収
を
実
現
す
る
よ

と

く

の

う

か

I[2
に
な
る
。
こ
の
人
た
ち
を
「
篤
農
家
」

と
い
っ
た
。
明
治
8
年

(
1
8
7
5
)お

か

平
山
村
に
生
ま
れ
た
林
丈
太
郎
は
、
陸

稲
の
新
品
種
「
平
山
」
を
つ
く
り
だ
し

た
、
ま
さ
に
篤
農
家
で
あ
っ
た
。

夏冴

集＾なな全 一郎 称 墓寺 52 彰大ー農力隣たりそ糸
と

員 野ー委日り り国 平こ え碑 に歳 丈さ日平事ボ農ちだの贔'’’’’’’"’’’7し：［り F
会市とさ屈 巴亡 貪盈誓孟盃翡羹巴塁 こ 戸ま Tい ▲「宗印寺にある林丈太郎の墓碑」 品
委古 ゜れめを眼業て °界は績会と悶喜屈it穫ばら粒蒔保たも穂力、5稲

員斎霜羞靡胃巳る誓訂冒と闊委篇麿云 ゎ羹誓見已醤塁差門履闊象収面？羹OO
等定 の 品ま‘の ゜2 た多さ 豊 たオき多強いいそてはぁ紫穫旋閃郎

沼歴史功墓 ま種れそ昭 墓 年え摩れ 田つ力たいくてもの種‘ 色の -は
史跡績石 た改たこ和は＾ら郡た 場に i~ 巴 ゜ 新‘蒔の中をそ で時を‘

胄貫瓦尺尺出梨二足望悶ら 嬰屡；姦竺ーのあ醤醤｝；貪忍、秤誓に麿ビ胃靡
-整るととの 林太 1・1の 2 °か太良た丈名朗をが °り紫‘大気の株き 44

理 ゜もも名陸丈郎月宗 7 ら郎さ府太で報つよそ‘色翌事付遅だし 年
編 大 小を稲 太を‘印 - 表はれ立オ近 はくくのさの年にいいけた陸

今
月
は
、
市
・
都
民
税
（
第
3
期）、

国
民
健
康
保
険
税
（
第
4
期
）
の
納
期
で
す
。


